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仏
教
の
崇
拝
対
象
と
し
て
造
像
さ
れ
て
き
た
木
製
の
仏
像
の
ほ
と
ん
ど
は
、
漆
箔
や
彩
色
な
ど
で

加
飾
さ
れ
て
い
る
。
近
世
の
仏
像
の
表
面
加
飾
は
、
そ
の
多
く
が
製
作
当
初
の
状
態
で
今
日
ま
で
伝

え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
膠
を
主
と
す
る
膠
着
材
と
高
湿
度
な
日
本
の
環
境
に
起
因
し
て
か
、
剥
離

や
剥
落
な
ど
の
損
傷
が
生
じ
始
め
て
お
り
、
修
復
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
そ
れ

ら
の
近
世
仏
を
保
存
修
復
し
て
い
く
際
に
は
、
対
象
と
な
る
仏
像
に
使
用
さ
れ
て
い
る
材
料
の
特
定

や
劣
化
損
傷
要
因
の
把
握
が
不
可
欠
で
あ
り
、
近
世
の
仏
教
彫
刻
史
の
研
究
や
製
作
背
景
な
ど
の
検

証
も
ま
た
、
仏
像
文
化
財
の
歴
史
的
、
文
化
的
意
義
を
図
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
近
世

の
仏
像
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
美
術
史
的
価
値
の
評
価
が
低
く
見
ら
れ
て
き
た
が
ゆ
え
に
、
仏
教

彫
刻
史
的
研
究
や
技
法
材
料
的
研
究
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

本
研
究
で
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時

代
に
造
像
さ
れ
た
仏
像
に
焦
点
を
あ
て
、
近
世
か
ら
近
代
に
い
た
る
仏
像
の
造
像
に
関
す
る
歴
史
的

背
景
を
踏
ま
え
つ
つ
、
近
世
に
お
い
て
仏
像
製
作
工
房
の
主
流
を
担
っ
た
京
都
七
条
仏
所
の
動
向
を

軸
に
、
江
戸
時
代
中
期
頃
か
ら
乱
立
す
る
京
都
町
仏
師
の
活
動
を
交
え
な
が
ら
明
治
期
以
降
の
京
都

仏
師
の
衰
退
を
概
観
し
た
。
一
方
で
、
元
禄
時
代
以
降
に
発
達
し
た
西
廻
り
航
路
と
最
上
川
舟
運
に

よ
っ
て
京
都
と
密
接
に
交
流
し
た
山
形
に
注
目
し
、
山
形
で
の
京
都
七
条
仏
師
の
活
躍
や
地
方
仏
師

に
よ
る
仏
像
を
対
象
に
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
享
保
、
寛
政
頃
を
機
に

緊
縮
財
政
の
影
響
を
受
け
て
大
き
く
変
容
す
る
京
都
の
仏
像
製
作
業
界
の
動
向
と
、
流
通
の
発
達
に

よ
っ
て
活
性
化
し
た
山
形
と
京
都
と
の
交
易
に
起
因
し
て
発
展
し
た
地
方
経
済
を
背
景
と
し
て
、
山

形
で
展
開
し
た
京
都
仏
師
と
地
方
仏
師
の
仏
像
製
作
の
変
遷
に
つ
い
て
の
考
察
を
、
近
世
か
ら
近
代

に
い
た
る
仏
像
の
色
材
研
究
に
資
す
る
調
査
対
象
作
例
の
紹
介
を
軸
に
す
え
て
論
じ
た
。
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第
一
章　

近
世
後
期
に
お
け
る
京
都
仏
師
の
動
向
と
近
世
仏
像
の
終
焉

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
に
お
い
て
製
作
や
修
復
を
受
け
た
仏
像
は
全
国
各
地
に
存
在
し
、
そ
の

総
数
は
膨
大
な
量
に
及
ぶ
。
そ
の
多
く
は
銘
記
を
伴
い
、
ま
た
関
連
す
る
古
記
録
や

古
文
書
を
付
属
す
る
こ
と
も
多
く
、
仏
像
の
製
作
・
修
復
時
期
や
施
工
者
（
仏
師
）、

造
像
や
修
復
等
に
関
す
る
諸
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
仏
教
彫
刻
史
を
語
る
う
え

で
豊
富
な
情
報
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
近
世
の
仏
像
は
美
術
史

的
価
値
が
低
い
と
さ
れ
て
看
過
さ
れ
、
特
に
江
戸
時
代
後
期
以
降
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
語
ら
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
近
世
仏
師
の

頂
点
に
位
置
し
た
京
都
仏
師
の
動
向
を
軸
と
し
て
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
初
期
に

至
る
仏
教
彫
刻
史
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

❶
近
世
七
条
仏
師
―
七
条
左
京
家

　

近
世
京
都
仏
師
の
中
で
も
頂
点
に
位
置
す
る
の
は
運
慶
の
系
譜
を
引
く
七
条
仏

所
で
あ
る
。
七
条
仏
所
は
、
南
北
朝
時
代
の
康
誉
の
代
に
七
条
西
仏
所
と
七
条
中

仏
所
に
分
裂
し
、
以
後
は
七
条
中
仏
所
が
そ
の
正
系
を
継
い
で
い
っ
た
。
江
戸
時

代
に
は
、
七
条
中
仏
所
の
棟
梁
（
大
仏
師
）
で
あ
る
二
十
二
代
康
猶
（
生
没
年
：

一
五
八
五
年
～
一
六
三
二
年
。
以
下
同
）が
幕
府
関
係
の
造
像
御
用
を
務
め
て
以
降
、

歴
代
の
七
条
中
仏
所
の
棟
梁
が
幕
府
・
朝
廷
関
係
の
造
像
御
用
を
任
さ
れ
た
。
造
像

に
あ
た
っ
て
は
大
仏
師
の
ほ
か
に
近
親
者
を
中
心
と
し
た
小
仏
師
も
携
わ
っ
て
お

り
、
彼
ら
も
「
七
条
大
仏
師
」
と
称
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
棟
梁
家
の
大

仏
師
は
歴
代
「
七
条
（
條
）
左
京
」
を
襲
名
し
て
お
り
、
銘
記
や
古
文
書
で
も
そ
の

よ
う
に
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、こ
こ
で
は
七
条
中
仏
所
の
棟
梁
家
を「
七

条
左
京
家
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
『
堯

ぎ
ょ
う
じ
ょ
ほ
っ
し
ん
の
う

恕
法
親
王
日
記

（
（
（

』
に
よ
れ
ば
、
七
条
左
京
家
二
十
五
代
康
乗
（
一
六
四
三
～

一
六
八
九
）
は
、
嗣
子
が
い
な
い
た
め
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
一
二
月
に
「
仏

師
康
祐
之
子
」を
養
子
に
迎
え
た
。「
仏
師
康
祐
之
子
」は
、
貞
享
二
年（
一
六
八
五
）

の
『
京
羽
二
重
』
巻
六
「
諸
職
名
匠
」
に
掲
出
さ
れ
た
四
條
通
室
町
東
へ
入
町
に

居
住
す
る
康
慶
（
一
六
四
七
～
？
）
と
み
ら
れ
る
。
仏
師
康
祐
（
一
六
三
〇
～

一
六
八
九
）
は
康
慶
の
後
見
人
と
し
て
自
ら
「
二
十
六
代
」「
本
家
大
仏
師
左
京
」

と
名
乗
っ
て
造
像
御
用
を
務
め
、
さ
ら
に
康
祐
は
子
息
の
康
傳
（
一
六
五
六
～

一
七
〇
〇
）
を
七
条
左
京
家
二
十
七
代
に
据
え
た
。
そ
の
た
め
七
条
左
京
家
は
康
乗

―
康
慶
と
康
祐
―
康
傳
の
二
派
に
分
立
し
た
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
五
月
、

日
光
山
諸
像
の
修
復
に
関
連
し
て
「
御
宮
御
用
ニ
付
積
方
万
端
不
宜
仕
方
ニ
付
也

（
（
（

」

と
し
て
康
祐
と
子
息
の
二
十
七
代
康
傳
は
十
二
ヶ
国
か
ら
追
放
と
な
り
、
同
年
一
二

月
に
康
祐
は
五
九
歳
で
没
す
る
。

　

美
術
研
究
本
『
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
幷
末
流
』〔
田
中
一
九
三
二
〕（
以
下
、『
大

仏
師
系
図
』）
に
よ
れ
ば
、
康
祐
に
は
、
二
十
七
代
康
傳
の
ほ
か
に
生
没
年
不
詳
の

二
男
康
永
、三
男
康
輪（
一
六
六
六
～
？
）を
掲
げ
る
が
、二
十
八
代
康
傳（
一
六
七
七

～
？
）も
康
祐
の
実
子
で
あ
る
。康
永
に
つ
い
て
は
事
績
・
作
品
と
も
不
明
で
あ
る
が
、

康
輪
は
『
大
仏
師
系
図
』
で
「
富
小
路
友
学
祖
」
と
記
さ
れ
、
主
に
黄
檗
宗
関
係
の

造
像
に
携
わ
っ
て
い
る
。
康
乗
に
続
く
七
条
左
京
家
は
康
慶
―
康
綱
―
康
閏
（
康

閑
）
と
継
が
れ
て
い
く
が
、
二
十
八
代
康
傳
は
康
閏
（
康
閑
）
の
小
仏
師
と
し
て
造

像
御
用
な
ど
の
造
像
修
復
に
携
わ
り
、
享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
二
月
に
は
実
子

を
康
閏
（
康
閑
）
の
養
子
と
し
て
送
り
込
ん
だ
。
実
子
は
七
条
左
京
家
二
十
九
代
康

音
（
一
七
一
五
～
一
七
八
三
）
と
な
り
、
よ
う
や
く
こ
こ
で
七
条
左
京
家
の
分
立
は

解
消
し
た
。

　

七
条
左
京
家
分
立
の
間
、
京
都
の
大
寺
社
で
の
造
像
・
修
復
や
東
寺
大
仏
師
職
な

ど
康
乗
ま
で
七
条
左
京
家
が
独
占
し
て
き
た
権
益
は
京
都
町
仏
師
へ
流
れ
た
。
加
え

て
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
八
月
に
は
、
徳
川
吉
宗
が
財
政
緊
縮
の
折
か
ら
御お

た
ま
や

霊
屋

建
立
禁
止
令

（
（
（

を
出
し
て
徳
川
家
霊
廟
の
新
規
造
営
を
禁
じ
、
遠お

ん
き忌

法
要
も
簡
素
化
し
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た
。
以
後
、
将
軍
の
逝
去
に
際
し
て
七
条
左
京
家
は
御
影
像
（
御
尊
躰
）・
位
牌
・

四
天
王
像
の
み
を
調
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
幕
府
御
用
に
よ
る
仏
像
等
の
製
作
は
以

前
に
比
べ
て
著
し
く
減
少
し
、
七
条
左
京
家
の
工
房
は
弱
体
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
は
七
条
左
京
家
以
外
の
京
都
町
仏
師
に
対
し
て
「
大
仏

師
」
と
称
す
る
こ
と
を
禁
じ

（
（
（

、
仏
師
を
含
む
諸
職
人
の
僧そ

う
ご
う
い

綱
位
な
ど
の
受
領
は
一
代

限
り
と
し
「
口
宣
」
に
よ
る
受
領
の
継
承
を
禁
じ
た
町

ま
ち
ぶ
れ

触
（
（
（

も
出
さ
れ
て
い
る
。

　

康
音
と
子
息
の
三
十
代
康
傳
（
一
七
三
三
～
一
七
九
三
）
は
、
宝
暦
一
〇
年

（
一
七
六
〇
）
か
ら
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
か
け
て
比
叡
山
・
日
吉
社
の
諸
像

を
修
復
す
る
ほ
か
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
七
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
京
都
・

東
寺
講
堂
諸
像
を
修
復
し
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
は
東
寺
食じ

き
ど
う堂

四
天
王
像

（
広
目
天
像
・
多
聞
天
像
）
の
修
復
や
翌
年
の
福
井
・
永
平
寺
女
神
像
・
大
権
修
利

菩
薩
像
の
修
復
〔
浅
見
二
〇
一
〇
〕
を
手
掛
け
て
い
る
。
ま
た
安
永
三
年
に
京
都
・

八
坂
神
社
随
身
像
を
製
作
〔
淺
湫
二
〇
〇
八
〕
す
る
な
ど
弱
体
化
し
た
七
条
左
京
家

の
挽
回
に
努
め
た
。
康
音
没
後
の
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
は
、
三
十
代
康
傳
と

子
息
の
三
十
一
代
康
朝
（
一
七
五
九
～
一
八
一
八
）
が
京
都
・
頂

ち
ょ
う
み
ょ
う
じ

妙
寺
持
国
天
像

躰
部
を
補
作
し
て
い
る
。
頂
妙
寺
二
天
像
の
躰
部
補
作
に
関
し
て
は
、『
大
仏
師
系

図
』
康
朝
の
項
目
に
「
頂
妙
寺
二
天
王
作
之 

首
ハ
運
慶
作
之
」
と
記
し
て
い
る
が
、

多
聞
天
像
躰
部
は
同
年
に
京
都
町
仏
師
の
駒
井
友
之
進
昭
康
が
製
作
し
て
お
り
〔
中

尾
編
二
〇
一
三
〕、
幕
府
御
用
が
減
少
し
た
と
は
い
え
、
ひ
と
つ
の
造
像
事
業
を
町
仏

師
と
分
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
往
年
の
隆
盛
を
回
復
す
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　

七
条
左
京
家
の
造
像
活
動
が
回
復
す
る
の
は
三
十
代
康
傳
没
後
で
あ
る
。『
大
仏

師
系
図
』
に
は
、
康
朝
が
携
わ
っ
た
幕
府
や
朝
廷
御
用
、
比
叡
山
諸
像
の
修
復
が
記

さ
れ
る
が
、
ほ
か
に
も
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
秋
田
・
天
徳
寺
金
剛
力
士
像
、

文
化
六
年（
一
八
〇
九
）に
青
森
・
長
勝
寺
金
剛
力
士
像
、文
化
一
四
年（
一
八
一
七
）

に
は
山
形･

龍
泉
寺
十
六
羅
漢
像
（
写
真
1
）
を
製
作
し
て
お
り
、
ま
た
山
形
・
永

昌
寺
十
六
羅
漢
像
（
写
真
2
）
も
康
朝
に
よ
る
製
作
と
さ
れ
る
。

　

康
朝
が
金
剛
力
士
像
や
十
六
羅
漢
像
の
製
作
を
可
能
に
し
た
の
は
弟
子
の
存
在
が

あ
る
。
龍
泉
寺
十
六
羅
漢
像
の
う
ち
、
諾
矩
羅
尊
者
像
に
は
「
三
十
一
世
康
朝
」、

阿
氏
多
尊
者
像
に
「
畑
次
郎
右
衛
門
」、
迦
諾
迦
跋
釐
堕
闍
像
に
「
田
中
儀
兵
衛
」

の
墨
書
銘
が
あ
り
（
写
真
3
）、
畑
次
郎
右
衛
門
、
田
中
儀
兵
衛
は
康
朝
の
許
で
造

像
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
大
仏
師
系
図
』
に
は
康
朝
の
弟
子
と
し
て

福
知
善
慶
、
井
上
友
蔵
、「
六
條
住
居
」
の
畑
治
郎
右
衛
門
を
掲
げ
て
い
る
。
彼
ら

は
康
朝
の
配
下
で
造
像
修
復
に
携
わ
る
傍
ら
単
独
で
も
仏
像
製
作
を
行
っ
て
い
た
。

福
知
善
慶
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
「
京
建
仁
寺
中
門
前
禁
裏
宮
法
橋
家
大

宮
仏
師
福
地マ

マ
善
慶
」
の
肩
書
で
山
形
・
相
応
院
大
日
如
来
像
を
製
作
〔
岡
田
・
石
井

二
〇
一
四
〕
し
た
ほ
か
、
美
濃
赤
坂
如
来
寺
二
天
像
造
立
に
も
関
与
し
て
い
る

（
（
（

。
畑

次
郎
右
衛
門
は
、
康
朝
没
後
の
天
保
二
年（
一
八
三
一
）に
玉
龍
院
祖
巖
良
印
像（
写

真
4
）、
十
六
羅
漢
像
（
写
真
5
）
を
手
掛
け
て
い
る
。
祖
巖
良
印
像
に
は
「
京
都

西
六
条
御
前
通
西
洞
院
東
二
入
丁
／
大
佛
工
／
奉
彫
刻
畑
次
良
右
エ
門
／
康
傳
」
の

墨
書
銘
が
認
め
ら
れ
る
（
写
真
6
）。
畑
治
良
右
エ
門
製
作
の
青
森
・
長
福
寺
弁
財

天
坐
像
（
製
作
年
不
詳
）
の
銘
記
に
は
「
本
家
大
仏
師
分
家
」
と
記
し
て
お
り

（
（
（

、
畑

次
郎
右
衛
門
は
康
朝
か
ら
独
立
分
家
し
て
康
傳
と
名
乗
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
ほ
か

に
畑
の
作
例
と
し
て
、
年
紀
不
詳
の
山
形
・
玉
林
寺
大
権
修
利
菩
薩
像
・
達
磨
大
師

像
（
写
真
7
）
や
道
元
・
瑩
山
禅
師
像
（
写
真
8
）
を
は
じ
め
と
す
る
諸
祖
師
像
が

あ
げ
ら
れ
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
の
玉
龍
院
蘭
室
宗
芳
像
（
写
真
9
）、
大
権

修
利
菩
薩
像
・
達
磨
大
師
像
（
写
真
10
）
も
畑
に
よ
る
製
作
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

❷
京
都
町
仏
師
と
山
形

　

康
朝
の
事
績
で
特
筆
さ
れ
る
点
は
東
北
地
方
に
作
例
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
一
八
世
紀
前
半
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
東
北
地
方
で
は
、
康
朝
だ
け

で
な
く
京
都
町
仏
師
に
よ
る
作
品
も
目
立
っ
て
確
認
で
き
る
。
山
形
県
内
に
限
っ
て
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も
天
童
市
愛
宕
神
社
毘
沙
門
天
像
（
正
徳
二
年
・
法
橋
弘
教
）、
山
形
市
安
養
寺
不

動
明
王
像
・
愛
染
明
王
像
（
享
保
一
四
年
・
鈴
木
民
部
）、
酒
田
市
海か

い
あ
ん
じ

晏
寺
傳
大
士

像
・
八
天
像
（
寛
政
元
年
・
駒
野
丹
下
）、
山
形
市
明
源
寺
毘
沙
門
天
像
（
文
化
二
年
・

西
田
立
慶
）、
東
根
市
薬
師
寺
金
剛
力
士
像
（
文
化
一
一
年
・
竹
内
右
門
）
な
ど
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

近
世
東
北
地
方
の
造
像
修
復
は
、
岩
手
・
黒
石
寺
薬
師
如
来
像
修
復
（
元
禄
一
六

年
・
藤
江
木
工
左
衛
門
安
信
ら
）
や
山
形
・
佛
心
寺
釈
迦
如
来
像
製
作
（
正
徳
五

年
・
法
橋
善
慶
）
な
ど
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
江
戸
市
中
の
仏
師
の
ほ
か
、
七
条

左
京
家
や
京
都
町
仏
師
、
各
地
の
在
地
仏
師
（
地
方
仏
師
）
が
混
在
し
な
が
ら
造
像

修
復
に
携
わ
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
九
月
に
「
町
々
仏

師
、
鋳
物
師
方
々
ニ
て
、
向
後
三
尺
以
上
之
仏
像
を
造
り
候
ハ
ゝ
、
其
段
月
番
之
番

所
え
訴
出
、
差
図
を
請
、
造
り
可
申
候
、
外
よ
り
あ
つ
ら
へ
有
之
候
共
、
右
之
通
可

相
心
得
候
、
尤
三
尺
以
下
仏
像
之
儀
は
不
及
訴
出
候
」
と
の
御
触

（
（
（

が
出
さ
れ
、
三
尺

以
上
の
仏
像
製
作
は
許
可
制
と
な
っ
た
。
像
高
制
限
に
よ
る
仏
像
製
作
の
規
制
は
、

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
七
月
の
御
触
で
強
化
さ
れ
て
「
た
け
三
尺
を
限
可
申

候
」
と
さ
れ
、
ま
た
「
三
尺
以
下
仏
像
た
り
共
、
十
体
造
立
致
し
候
は
、
奉
行
所
え

訴
出
、
差
図
を
請
可
申
候

（
（
（

」
と
一
〇
躯
以
上
の
仏
像
を
製
作
す
る
場
合
も
許
可
が
必

要
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
御
触
は
と
も
に
江
戸
の
町
方
・
寺
社
方
に
向
け
た
法
令

（
（1
（

で
、

江
戸
市
中
の
仏
師
の
み
に
適
用
さ
れ
た
た
め
に
、
近
世
東
北
地
方
で
の
大
型
仏
像
や

一
〇
躯
以
上
の
仏
像
製
作
は
京
都
仏
師
と
在
地
仏
師
の
独
壇
場
と
な
っ
た
。
特
に
東

北
地
方
の
日
本
海
側
は
北
前
船
の
発
展
に
よ
っ
て
京
都
と
の
交
流
が
よ
り
活
発
と
な

り
、
東
北
地
方
に
京
都
出
来
の
仏
像
が
運
ば
れ
、
京
都
仏
師
が
同
地
方
へ
向
か
う
大

き
な
契
機
に
も
な
っ
た
。
山
形
の
紅
花
な
ど
各
地
の
特
産
品
が
上
方
で
取
引
さ
れ
る

一
方
で
、
東
北
各
地
へ
は
京
都
仏
師
に
よ
る
仏
像
が
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
紅
花
荷

主
問
屋
で
あ
る
山
形
・
最
上
屋
喜
八
家
の
古
文
書
に
も
天
保
一
二
年
（
一
八
四
〇
）

三
月
四
日
付
の
大
仏
師
七
条
左
京
発
給
の
請
取
状

（
（1
（

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
康
朝
の
作
品
が
残
る
山
形･

龍
泉
寺
や
永
昌
寺
な
ど
が
曹
洞
宗
寺
院
で
あ

る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。
曹
洞
宗
寺
院
の
造
像
修
復
は
、
近
世
に
お
い
て
京
都
町

仏
師
の
了
無
以
降
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
『
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
幷
末
流
』（
以

下
、
京
博
本
「
仏
師
系
図
」）
を
所
持
す
る
仏
師
が
担
当
し
て
い
る
。
記
載
内
容
か

ら
み
れ
ば
、
京
博
本
「
仏
師
系
図
」
は
仏
師
系
譜
よ
り
も
む
し
ろ
曹
洞
宗
寺
院
向
け

の
造
像
修
復
に
関
す
る
支
証
と
し
て
の
性
格
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。京
博
本「
仏

師
系
図
」
は
了
無
以
降
、
京
都
町
仏
師
「
蔵
之
丞
」
へ
と
渡
る
が
、
前
述
し
た
宝
暦

二
年
の
町
触
が
原
因
で
定
覚
に
譲
与
さ
れ
後
嗣
の
定
慶
に
受
け
継
が
れ
た
後
、
竹
内

右
門
へ
譲
与
さ
れ
る
。
京
博
本
「
仏
師
系
図
」
で
の
曹
洞
宗
関
係
記
事
は
、
明
和
二

年
（
一
七
六
五
）
越
後
高
田
大
慈
院
釈
迦
三
尊
像
造
像
が
最
後
と
な
る
が
、
定
慶
か

ら
譲
与
さ
れ
た
竹
内
右
門
も
ま
た
曹
洞
宗
寺
院
の
造
像
を
手
掛
け
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
〔
土
生
二
〇
一
一
〕。

　

山
形
・
長
谷
寺
（
曹
洞
宗
）
十
六
羅
漢
像
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
法
眼
七

条
左
京
康
朝
と
竹
内
右
門
と
の
共
同
製
作
に
よ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
が
銘
札
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
。
七
条
左
京
家
と
京
都
町
仏
師
と
の
共
同
製
作
は
異
例
で
、
そ
の
事
情

は
不
明
だ
が
、
頂
妙
寺
二
天
像
の
よ
う
に
康
朝
工
房
の
弱
体
化
に
拠
る
も
の
で
は
な

く
、
本
山
永
平
寺
で
の
修
復
実
績
を
得
た
七
条
左
京
家
と
支
証
で
あ
る
京
博
本
「
仏

師
系
図
」
を
所
持
す
る
竹
内
右
門
と
が
、
協
議
の
上
で
共
同
製
作
に
及
ん
だ
か
と
想

像
で
き
る
。

　

康
朝
没
後
、
七
条
左
京
家
は
康
敬
（
一
七
七
八
（
八
四
）
～
一
八
五
〇
）
が
継
職
し

た
。『
大
仏
師
系
図
』
で
は
、
康
朝
の
あ
と
康
朝
三
男
の
康
勝
（
一
七
九
三
（
六
）
～

一
八
二
〇
）、
次
男
康
布
（
一
七
八
六
～
一
八
二
七
）
と
継
が
れ
、
そ
の
後
に

三
十
四
代
と
し
て
長
子
康
敬
が
継
職
し
て
い
る
が
、
続
柄
を
み
る
と
三
男
、
二
男
、

長
男
と
継
職
し
て
お
り
、
長
子
の
継
承
を
基
本
と
す
る
系
譜
か
ら
す
れ
ば
不
自
然
で

あ
る
。『
地
下
家
伝

（
（1
（

』
に
よ
れ
ば
、
康
勝
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
病
気
に
よ

り
「
大
仏
師
職
」
を
辞
し
て
お
り
、
康
布
に
つ
い
て
は
記
載
自
体
が
な
い
た
め
、
七

条
左
京
家
の
系
譜
と
し
て
は
三
十
一
代
康
朝
、
三
十
二
代
康
勝
、
三
十
三
代
康
敬
と

継
が
れ
て
い
っ
た
と
想
定
さ
れ
、
康
朝
以
後
の
複
雑
な
継
承
か
ら
子
息
間
で
何
ら
か



97

[江戸時代から明治期における京仏師と地方仏師]……岡田 靖・長谷洋一

㉒
康
猶

康
清

照
月
寿
光
信
女

㉓
康
音

㉔
康
知

康
慶

康
英

㉕
康
乗

㉖
康
祐

康
慶

㉗
康
傳

㉘
康
傳

康
輪
（
友
学
）

康
閏

友
学

㉙
康
音

康
綱

㉚
康
傳

畑
治
郎
右
衛
門

㉛
康
朝

康
看

福
知
善
慶

㉜
康
勝

㉝
康
布

㉞
康
敬

㉟
康
教

康
疆

㊱
康
彦

㊲
勝
太

三
谷
忠
蔵

福
嶋
長
蔵

〔凡例〕
丸数字は美術研究本『大仏師系図』による継職数。
実線は親子関係。二重線は婚姻、破線は弟子筋、二重破線は養子による継承を示す。

作図：長谷洋一・岡田 靖
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京
家
）
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【
七
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西
仏
所
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竹
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右
門
】

初
代
竹
内
右
門

七
世

八
世

六
世

竹
内
右
門
専
之
丞

竹
内
右
門
廣
海

竹
内
右
門
康
政

竹
内
右
門
賢
慶

林
治
作

林
文
作

林
治
三
郎

【
林
家
仏
師
】

【
新
海
家
仏
師
】

康
永

【
関
連
仏
師
系
図
】

〖 京 都 〗〖 山 形 〗

林
治
郎
兵
衛

新
海
宗
松
（
宗
慶
）

新
海
義
蔵
（
二
代
目
宗
慶
）

新
海
タ
ケ

新
海
竹
太
郎

新
海
竹
蔵
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の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。『
大
仏
師
系
図
』
で
の
継
職
も
没
年
順
に

記
さ
れ
て
お
り
、
系
図
の
追
加
に
あ
た
っ
て
七
条
左
京
家
伝
来
の
過
去
帳
な
ど
の
記

載
を
参
照
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

山
形
・
金こ

ん
し
ょ
う
じ

勝
寺
に
は
七
条
左
京
康
傳
と
康
朝
が
製
作
し
た
と
伝
え
る
五
百
羅
漢

像
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
寺
誌
〔
金
勝
寺
誌
編
集
委
員
会
編
一
九
八
三
〕
に
よ
れ
ば
、

金
勝
寺
十
七
祖
太
素
慧
元
が
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
五
百
羅
漢
堂
造
立
を
発
願

し
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
五
百
羅
漢
像
が
完
成
、
翌
年
（
丙
申
年
）
に
京
都

か
ら
運
ば
れ
て
安
置
し
た
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
根
拠
と
し
て
羅
漢
像
輸
送
時
に
使

用
し
た
廻
船
荷
札
（
荷
札
は
現
在
所
在
不
明
）
の
記
録
を
掲
載
し
て
い
る
。
荷
札
表

に
は
「
大
阪マ

マ

□博
労
町
／
室
屋
彦
四
郎
殿
／
ヤ
ン
ベ
金
勝
寺
荷
物
二
箇
内
／
酒
田
船

問
屋
太
田
屋
甚
兵
ヱ
殿
／
大
そ
ん
じ
ぬ
き
物
御
用
心
／
羽
州
最
上
長
崎
円
同
寺
大
和

尚
様
／
運
賃
酒
田
迄
□
拂
／
大
仏
師
職
法
眼
七
条
左
京
」、
裏
面
に
「
海
上
安
全
申

六
月
二
十
三
日
／
従
室
町
錦
小
路
上
町
」
と
記
さ
れ
、「
法
眼
七
条
左
京
」
に
よ
っ

て
製
作
さ
れ
た
羅
漢
像
は
大
坂
廻
船
問
屋
室
屋
彦
四
郎
に
よ
り
大
坂
か
ら
酒
田
ま
で

海
路
で
運
ば
れ
、酒
田
船
問
屋
太
田
屋
甚
兵
衛
に
よ
っ
て
最
上
川
を
通
り
最
上
長
崎
・

円
同
寺
で
陸
揚
げ
さ
れ
、
円
同
寺
か
ら
金
勝
寺
ま
で
陸
路
で
運
ば
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。

　

金
勝
寺
五
百
羅
漢
堂
の
釈
迦
如
来
坐
像
台
座
に
は
、「
文
政
元
戊
寅
年
／
大
仏
師

法
橋
七
條
左
京
／
正
流
三
十
三
世
作
」の
墨
書
銘
が
確
認
さ
れ
て
い
る（
写
真
11
）〔
岡

田
・
石
井
二
〇
一
四
〕。「
大
仏
師
法
橋
七
條
左
京
正
流
三
十
三
世
」
は
先
の
三
十
三

代
康
敬
に
あ
た
る
が
、
康
敬
の
僧
綱
位
は
法
橋
ど
ま
り
で
、
荷
札
の
「
大
仏
師
職
法

眼
七
条
左
京
」
と
は
齟
齬
す
る
。

　

太
素
慧
元
が
五
百
羅
漢
堂
諸
像
（
釈
迦
三
尊
像
・
十
六
羅
漢
像
・
五
百
羅
漢
像
）

を
ひ
と
つ
の
造
像
事
業
と
し
て
、「
大
仏
師
職
法
眼
七
条
左
京
」
へ
造
像
発
注
を

行
っ
た
の
は
文
化
五
年
ま
も
な
い
頃
と
み
ら
れ
、
そ
の
時
の
「
法
眼
七
条
左
京
」
は

康
朝
で
あ
っ
た
。
康
朝
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
五
月
に
没
す
る
が
、
五
百
羅
漢

堂
諸
像
の
造
像
は
次
代
の
康
敬
に
引
き
継
が
れ
、
文
政
元
年
に
釈
迦
如
来
坐
像
が
完

成
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
は
五
百
羅
漢
像
も
完
成
し
て
金
勝
寺
へ
送
ら
れ
た
。

金
勝
寺
側
か
ら
す
れ
ば
、「
大
仏
師
職
法
眼
七
条
左
京
」（
康
朝
）
に
発
注
し
た
五
百

羅
漢
像
が
別
名
義
（「
大
仏
師
法
橋
七
條
左
京
」（
康
敬
））
で
届
け
ら
れ
た
と
は
考

え
難
く
、
康
朝
と
康
敬
が
五
百
羅
漢
像
を
製
作
し
、
康
朝
没
後
に
康
敬
が
金
勝
寺
へ

の
輸
送
手
配
を
行
っ
て
も
、
金
勝
寺
に
対
し
て
は
「
大
仏
師
職
法
眼
七
条
左
京
」
の

名
義
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
大
仏
師
系
図
』
に
は
康
敬
の
弟
子
と
し
て
福
島
長
蔵
、
中
村
文
蔵
、
三
谷
忠
蔵

を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
作
例
が
知
ら
れ
る
の
は
、
三
谷
忠
蔵
に
よ
る
元
治
元

年
（
一
八
六
四
）
三
重
・
津
市
地
蔵
寺
随
身
像
、
白
大
夫
神
像
の
製
作
が
知
ら
れ
る

に
過
ぎ
な
い
。

❸
京
都
仏
師
と
在
地
仏
師

　

東
北
地
方
の
み
な
ら
ず
京
都
仏
師
の
地
方
進
出
は
、
京
都
の
大
寺
院
で
の
造
像
が

落
ち
着
き
、低
迷
す
る
造
像
・
修
復
事
業
に
活
路
を
見
出
す
た
め
で
あ
っ
た
が
、い
っ

ぽ
う
で
京
都
仏
師
と
在
地
仏
師
と
の
交
流
を
促
す
結
果
に
繋
が
っ
た
。

　

山
形
・
左

あ
て
ら
ざ
わ
は
ら

沢
原
の
仏
師
で
あ
る
林
家
の
子
孫
宅
か
ら
見
出
さ
れ
た
仏
頭
の
首く

び

枘ほ
ぞ

に
は
、「
七
條
庵
／
七
條
左
京
／
藤
原
康
傳
／
寫
之
」
の
墨
書
銘
が
認
め
ら
れ

る
。
藤
原
康
傳
は
三
十
代
康
傳
に
あ
た
り
、
三
十
代
康
傳
と
林
家
初
代
の
林
治
作

（
一
七
六
四
～
一
八
二
四
年
頃
）
と
の
交
流
が
う
か
が
わ
れ
る

（
（1
（

。
ま
た
山
形
・

若じ
ゃ
く
し
ょ
う
じ

松
寺
本
尊
前
立
の
聖
観
音
立
像
光
背
裏
に
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
年

紀
と
「
京
師
友
学
門
人
山
形
住
大
仏
工
原
田
忠
左
衛
門
治
道
」
の
墨
書
銘
が
認
め
ら

れ
（
（1
（

、
山
形
仏
師
の
原
田
忠
左
衛
門
治
道
が
京
都
仏
師
清
水
友
学
の
門
人
で
あ
る
こ
と

を
記
し
、
京
都
仏
師
と
山
形
仏
師
と
の
師
弟
関
係
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
佐
渡
・

弘
仁
寺
金
剛
力
士
像
に
は
文
政
六
年（
一
八
二
三
）付
の
智
積
院
仏
師
福
岡
長
慶（
福

岡
主
水
）
が
発
給
し
た
「
註
文
」
が
付
属
す
る
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
福
岡

長
慶
が
自
作
の
金
剛
力
士
像
の
据
付
の
た
め
に
佐
渡
へ
赴
い
た
が
、
地
元
の
萩
野
咲
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慶
は
そ
の
頃
に
福
岡
長
慶
に
彫
刻
を
学
び
、
の
ち
仏
師
修
業
の
た
め
に
上
京
し
た
と

さ
れ
て
い
る
〔
萩
野
一
九
二
七
〕。

　

京
都
仏
師
と
在
地
仏
師
と
の
交
流
は
、
在
地
仏
師
が
京
都
出
来
の
仏
像
と
近
似
し

た
作
風
の
仏
像
を
地
元
で
製
作
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
在
地
仏
師
に
よ
る
仏
像

の
質
的
向
上
に
繋
が
っ
た
が
、
い
っ
ぽ
う
で
在
地
仏
師
の
発
展
は
次
第
に
京
都
仏
師

の
職
域
で
あ
る
地
方
で
の
造
像
機
会
を
脅
か
す
よ
う
に
な
り
、
京
都
仏
師
衰
退
の
遠

因
に
も
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）『
佛
師
職
慎
申
堅
メ
控

（
（1
（

』
に
よ
れ
ば
、
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
頃
に
京
都
仏
師
は
「
一
百
有
九
人
」
を
数
え
た
が
、
今
（
文
政
四
年
）

で
は
「
新
家
古
格
仏
師
職
方
三
拾
余
家
」
に
減
少
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
近
世
京
都
の
案
内
記
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。

　

表
１
は
、
管
見
に
触
れ
た
京
都
案
内
記
に
掲
出
さ
れ
た
仏
師
の
う
ち
継
続
性
が
認

め
ら
れ
る
仏
師
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
案
内
記
で
の
掲
載
基
準
は
異
な

り
、
必
ず
し
も
現
実
の
情
勢
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
主
要
な

京
都
仏
師
の
大
ま
か
な
変
遷
を
み
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）『
京
羽
二
重
』
に
は
二
六
名
の
仏
師
が
掲
出
さ
れ
て

い
る
。『
京
羽
二
重
』
は
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
改
訂
さ
れ
た
が
、
宝
永
版

で
は
左
京
法
眼
康
祐
を
削
除
し
た
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
旧
版
か
ら
の
変
更
は
な

い
。『
京
羽
二
重
大
全
』
は
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
の
初
版
以
降
、
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）
に
『
明
和
新
増
』、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
『
天
明
新
増
』、
文

化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
『
文
化
増
補
』
と
そ
れ
ぞ
れ
改
訂
し
て
い
る
。
延
享
版
『
京

羽
二
重
大
全
』
で
は
二
三
名
の
仏
師
が
掲
げ
ら
れ
『
京
羽
二
重
』
よ
り
わ
ず
か
に
少

な
い
が
、
双
方
に
掲
載
さ
れ
た
仏
師
は
七
条
左
京
家
を
除
い
て
弘
教
、
法
橋
一
運
、

法
橋
了
無
、
法
橋
宗
而
の
四
名
に
と
ど
ま
り
、
他
の
仏
師
は
延
享
版
で
す
べ
て
入
れ

替
わ
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
明
和
新
増
」
版
と
「
天
明
新
増
」
版
に
「
法
眼
弘
傳
」

と
記
す
仏
師
が
い
る
が
、
居
住
地
か
ら
み
て
「
法
眼
弘
教
」
の
誤
記
と
み
ら
れ
る
。

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）『
花
洛
羽
津
根
』
で
は
、『
京
羽
二
重
』
か
ら
続
く
仏
師

が
七
条
左
京
家
と
田
中
弘
教
、
延
享
版
『
京
羽
二
重
大
全
』
か
ら
続
く
仏
師
と
し
て

東
西
本
願
寺
仏
師
の
樋
口
播
磨
（
肥
後
）、
渡
辺
康
雲
を
掲
げ
る
の
み
で
、
他
は
『
文

化
増
補
』
版
で
登
場
し
た
仏
師
や
『
花
洛
羽
津
根
』
で
初
め
て
み
え
る
仏
師
で
あ
る
。

　

翌
年
の
『
都
商
職
街
風
聞
』
で
は
、「
室
町
錦
上
ル
」
に
続
く
仏
師
名
を
抹
消
し

て
い
る
が
、居
住
地
か
ら
み
て
抹
消
さ
れ
た
仏
師
は
「
大
仏
師
七
条
左
京
」
で
あ
る
。

文
久
四
年
当
時
の
「
大
仏
師
七
条
左
京
」
は
、
康
敬
の
二
男
で
あ
る
三
十
五
代
康
教

（
一
八
三
〇
～
一
八
八
二
）
に
あ
た
り
、
康
教
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
大
仏

師
職
を
継
職
し
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
法
橋
位
を
叙
し
て
い
る
。
で
は
、
な

ぜ
幕
府
御
用
も
務
め
る
七
条
左
京
家
が
『
都
商
職
街
風
聞
』
で
は
抹
消
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
七
月
二
〇
日
に
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
が
逝
去
し
た
。

七
条
左
京
家
棟
梁
で
あ
る
康
教
は
、
徳
川
家
茂
（
昭
徳
院
）
の
尊
躰
（
御
影
像
）
や

位
牌
製
作
の
御
用
を
行
う
が
、
製
作
に
あ
た
っ
て
人
目
を
憚
る
た
め
に
工
房
内
に
細

工
小
屋
を
仮
設
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
完
成
後
の
調
進
に
つ
い
て
も
七
条
左
京

家
棟
梁
が
江
戸
ま
で
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
運
送
に
あ
た
っ
て
は
七
条
左
京
家
棟

梁
の
ほ
か
に
「
侍
」
三
人
、「
中
間
」
六
人
の
随
行
が
必
要
と
さ
れ
た
。
細
工
小
屋

の
仮
設
費
や
随
行
者
の
江
戸
下
向
及
び
帰
洛
ま
で
の
旅
費
等
は
す
べ
て
七
条
左
京
家

棟
梁
の
先
払
い
で
あ
っ
た
〔
三
山
一
九
九
六
〕。

　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
（
江
戸
城
多
聞
櫓
文
書
）
に
奏
者
番
兼
寺
社
奉
行
で
あ

る
土
屋
寅
直
（
土
屋
采
女
正
）
と
奏
者
番
兼
御
用
取
次
役
の
松
平
近
説
（
松
平
左
衛

門
尉
）
を
差
出
人
と
す
る
慶
応
三
年
二
月
付
「
大
仏
師
七
條
左
京
御
細
工
所
小
屋
料

願
之
儀
申
上
候
書
付
」
と
同
月
付
「
大
仏
師
七
條
左
京
御
前
借
銀
願
之
儀
申
上
候
書

付
（
（1
（

」
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
両
文
書
は
年
紀
や
内
容
か
ら
見
て
徳
川
家
茂
逝
去
に
か

か
る
造
像
御
用
に
関
す
る
文
書
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
文
書
か
ら
は
、
七
条
左
京
家
が

幕
府
御
用
に
か
か
る
諸
費
用
を
幕
府
か
ら
前
借
し
な
け
れ
ば
製
作
も
ま
ま
な
ら
な
い

状
態
に
陥
る
ほ
ど
工
房
経
営
は
困
窮
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、困
窮
が
ゆ
え
に『
都

商
職
街
風
聞
』
で
は
「
大
仏
師
七
条
左
京
」
が
抹
消
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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表
1
　
近
世
京
都
案
内
記
に
み
る
京
都
仏
師
の
継
承

京
羽
二
重

京
羽
二
重
大
全

『
明
和
新
増
』

『
天
明
新
増
』

『
文
化
増
補
』

『
商
人
買
物
獨
案
内
』

『
花
洛
羽
津
根
』

『
都
商
職
街
風
聞
』

貞
享
2
年
（
1
6
8
5
）

延
享
２
年
（
1
7
4
5
）

明
和
５
年
（
1
7
6
8
）

天
明
４
年
（
1
7
8
4
）

文
化
７
年
（
1
8
1
0
）

天
保
２
年
(1
8
3
1
)

文
久
3
年
（
1
8
6
3
）

文
久
４
年
（
1
8
6
4
）

柳
馬

場
二

條
上

ル
町

左
京

法
眼

康
祐

二
條

通
寺

町
東

江
入

町
七

条
左

京
法

橋
康

伝
二

條
通

寺
町

東
江

入
町

七
条

左
京

法
橋

康
伝

四
條

東
洞

院
西

江
入

町
法

眼
康

伝
室

町
錦

小
路

上
ル

町
七

条
左

京
法

眼
康

伝
室

町
錦

上
ル

大
仏

師
七

条
左

京
室

町
錦

上
ル

大
仏

師
七

条
左

京
四

條
通

室
町

東
へ

入
法

橋
康

慶
富

小
路

押
小

路
上

ル
町

法
橋

友
学

富
小

路
押

小
路

上
ル

町
法

橋
友

学
富

小
路

押
小

路
上

ル
町

法
橋

友
学

富
小

路
押

小
路

上
ル

町
法

橋
友

学
堀

川
綾

小
路

下
ル

町
法

橋
弘

教
堀

川
通

綾
小

路
下

ル
町

法
眼

弘
教

堀
川

通
綾

小
路

下
ル

町
法

眼
弘

傳
堀

川
通

綾
小

路
下

ル
町

法
眼

弘
傳

堀
川

通
綾

小
路

下
ル

町
法

眼
弘

傳
堀

川
通

綾
小

路
下

田
中

弘
教

堀
川

通
綾

小
路

下
田

中
弘

教
東

中
筋

花
屋

町
下

ル
西

本
願

寺
仏

師
渡

辺
幸

運
東

中
筋

花
屋

町
下

ル
町

西
本

願
寺

仏
師

渡
辺

幸
運

東
中

筋
花

屋
町

下
ル

町
西

本
願

寺
仏

師
渡

辺
幸

運
西

中
筋

花
屋

町
上

西
本

願
寺

仏
師

渡
辺

幸
運

西
中

筋
花

屋
町

西
本

願
寺

仏
師

渡
辺

幸
運

西
中

筋
花

屋
町

西
本

願
寺

仏
師

渡
辺

幸
運

諏
訪

町
魚

棚
下

ル
町

東
本

願
寺

仏
師

樋
口

播
磨

諏
訪

町
魚

棚
下

ル
町

東
本

願
寺

仏
師

樋
口

播
磨

諏
訪

町
魚

棚
下

ル
町

東
本

願
寺

仏
師

樋
口

播
磨

諏
訪

町
魚

棚
下

ル
東

本
願

寺
仏

師
樋

口
播

磨
不

明
魚

棚
下

東
本

願
寺

仏
師

樋
口

肥
後

不
明

魚
棚

下
東

本
願

寺
仏

師
樋

口
肥

後
柳

馬
場

松
原

下
ル

法
橋

如
水

柳
馬

場
松

原
下

ル
法

橋
如

水
柳

馬
場

松
原

下
ル

町
法

橋
如

水
柳

馬
場

松
原

下
ル

町
林

如
水

藤
屋

町
下

立
売

上
ル

町
法

橋
運

栄
藤

屋
町

下
立

売
上

ル
町

法
橋

運
栄

藤
屋

町
下

立
売

上
ル

町
法

橋
運

栄
室

町
五

條
上

ル
町

右
京

法
橋

運
栄

建
仁

寺
町

松
原

下
ル

法
眼

隆
慶

建
仁

寺
町

松
原

下
ル

法
橋

隆
慶

建
仁

寺
町

松
原

下
ル

町
法

橋
隆

慶
建

仁
寺

町
松

原
下

ル
法

橋
隆

慶
寺

町
丸

太
町

下
ル

町
法

橋
光

益
寺

町
丸

太
町

下
ル

町
法

橋
光

益
寺

町
丸

太
町

下
ル

町
法

橋
光

益
寺

町
丸

太
町

下
ル

町
法

橋
光

益
同

通
六

角
下

ル
町

法
橋

柳
朝

同
通

六
角

下
ル

町
法

橋
柳

朝
同

通
六

角
下

ル
町

法
橋

柳
朝

同
通

六
角

下
ル

町
法

橋
柳

朝
御

幸
町

御
池

上
ル

町
山

田
伊

織
御

幸
町

御
池

上
ル

町
山

田
伊

織
御

幸
町

御
池

上
ル

町
山

田
伊

織
御

幸
町

御
池

上
ル

町
山

田
伊

織
仏

光
寺

新
町

東
江

入
田

宮
兵

部
仏

光
寺

新
町

東
江

入
町

田
宮

兵
部

仏
光

寺
新

町
東

江
入

町
田

宮
兵

部
仏

光
寺

新
町

東
江

入
町

田
宮

兵
部

室
町

高
辻

上
ル

町
鈴

木
民

部
室

町
高

辻
上

ル
町

鈴
木

民
部

室
町

高
辻

上
ル

町
鈴

木
民

部
室

町
高

辻
上

ル
町

鈴
木

民
部

建
仁

寺
町

松
原

下
ル

智
積

院
仏

師
福

岡
主

水
建

仁
寺

町
松

原
下

ル
町

智
積

院
仏

師
福

岡
主

水
建

仁
寺

町
松

原
下

ル
町

智
積

院
仏

師
福

岡
主

水
建

仁
寺

町
松

原
下

ル
町

智
積

院
仏

師
福

岡
主

水
御

幸
町

竹
や

町
上

ル
町

法
橋

宗
而

御
幸

町
竹

屋
町

上
ル

町
法

橋
宗

而
寺

町
二

條
下

ル
町

法
橋

一
運

同
（

寺
町

通
二

條
下

ル
町

）
法

橋
一

運
右

同
町

（
麩

屋
町

二
條

下
ル

町
）

同
（

法
橋

）
了

無
右

同
所

法
橋

了
無

麩
屋

町
二

條
下

ル
町

法
橋

遊
昌

麩
屋

町
二

條
下

ル
町

法
橋

遊
昌

麩
屋

町
二

條
下

ル
町

法
橋

遊
昌

堺
町

通
四

條
下

ル
町

高
田

友
安

堺
町

通
四

條
下

ル
町

高
田

友
安

堺
町

通
四

條
下

ル
町

高
田

友
安

御
幸

町
松

原
下

竹
内

右
門

御
幸

町
松

原
下

竹
内

右
門

新
町

松
原

下
田

中
浄

慶
新

町
松

原
下

田
中

浄
慶

寺
町

三
条

上
ル

吉
成

宗
兵

衛
寺

町
三

条
上

吉
成

御
幸

町
松

原
上

山
本

茂
助

御
幸

町
松

原
上

山
本

茂
助

高
倉

松
原

上
吉

田
源

之
尉

高
倉

松
原

上
吉

田
源

之
尉
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[江戸時代から明治期における京仏師と地方仏師]……岡田 靖・長谷洋一

❹
近
世
京
都
仏
師
と
近
世
仏
像
の
終
焉

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
一
〇
月
の
大
政
奉
還
、
同
年
一
二
月
の
王
政
復
古
の
大

号
令
に
よ
り
明
治
維
新
を
迎
え
た
が
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
三
月
の
神
仏
判
然

令
は
宗
教
界
を
大
混
乱
に
陥
れ
た
。
周
知
の
よ
う
に
一
部
で
は
廃
仏
毀
釈
が
お
こ

り
、
真
言
宗
・
天
台
宗
に
属
し
て
い
た
神
宮
寺
や
修
験
道
寺
院
は
大
打
撃
を
蒙
る
。

こ
う
し
た
世
情
か
ら
仏
師
が
一
時
的
に
仏
像
の
造
像
修
復
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
こ
と
は

容
易
に
推
測
で
き
る
。

　

明
治
二
年
旧
暦
一
二
月
（
一
八
七
〇
）
に
は
地
下
官
人
が
廃
止
さ
れ
、
七
条
左
京

家
棟
梁
の
康
教
は
幕
府
御
用
（
大
仏
師
職
）
の
任
を
解
か
れ
、
名
を
「
七
条
康
教
」

と
改
め
た
。
ま
た
本
願
寺
仏
師
の
渡
辺
康
雲
や
樋
口
肥
後
も
本
山
御
用
か
ら
離
れ
た

よ
う
で
、
両
者
の
氏
名
は
明
治
初
年
以
降
の
記
録
に
は
現
わ
れ
な
い
。

　

廃
仏
毀
釈
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
頃
に
は
収
束
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
寺
院
の

疲
弊
は
大
き
く
、
ま
た
京
都
の
本
山
寺
院
も
近
代
化
を
進
め
た
た
め
に
近
世
か
ら
続

く
京
都
仏
師
は
寺
院
以
外
に
造
像
の
活
路
を
見
出
す
必
要
が
あ
っ
た
。

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
三
月
～
五
月
に
西
本
願
寺
・
建
仁
寺
・
知
恩
院
を
会
場

と
し
て
第
一
回
京
都
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
同
博
覧
会
は
外
国
人
の
来
場
に
重
点

が
お
か
れ
、
欧
米
向
け
の
輸
出
を
通
じ
て
京
都
に
お
け
る
産
業
経
済
の
発
展
を
目
的

と
し
て
い
た
。
博
覧
会
に
は
京
都
仏
師
の
所
蔵
品
も
出
品
さ
れ
、
七
条
康
教
は
「
木

彫
亀
」「
老
女
小
町
像
」「
大
仏
殿
釈
迦
佛
様
子
」「
冷
泉
定
家
色
紙
」
を
、
吉
成
は

「
木も

く
ち
ょ
う

雕
佛
像
」、
山
本
茂
助
も
「
楊

よ
う
り
ゅ
う柳

観
音
像
」「
布
袋
和
尚
像
」「
文
昌
星
像
」「
出

し
ゅ
っ

山さ
ん

釈
迦
像
」、
田
中
宗
助
は
「
木
彫
偶
人
形
」
を
出
品
し
て
い
る
。
翌
年
の
第
二
回

京
都
博
覧
会
に
は
、
平
井
芳
兵
衛
が
木
亀
と
木
彫
人
形
を
出
品
し
、
同
年
開
催
の

ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
も
七
条
康
教
が
「
木
彫
衣
服
着
・
娘
」
一
体
、「
桧
木
彫

彩
色
・
浮
世
人
物
」
一
三
体
を
製
作
出
品
し
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
で
も
七
条
康
教
は
「
彩
色
修
飾
貴
賎
ノ
風
俗
」
人
物
像
一
二

体
を
出
品
し
て
お
り
、
京
都
仏
師
は
造
像
の
活
路
を
寺
院
か
ら
国
内
外
の
博
覧
会
に

求
め
た
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
、
和
田
九

右
衛
門
が
「
白
檀
弥
陀
如
来
」「
桧
人
麿
」
な
ど
一
二
点
を
出
品
し
、
第
二
回
内
国

勧
業
博
覧
会
（
明
治
一
四
年
）
に
も
「
文
昌
星
像
」「
釈
迦
仏
法
華
塔
日
蓮
多
宝
仏
」

な
ど
五
点
を
出
品
し
て
い
る
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）『
西
京
人
物
誌
』
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
「
仏
師
」
に
代
っ
て
「
木
偶
師
」「
人
形
師
」
の
職
種
名
が
使
用
さ
れ

て
い
る
（
表
２
）。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
パ
リ
万
国
博
覧
会
、
翌
年
の
第
三
回
内

国
勧
業
博
覧
会
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
の
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
開
催

地
：
京
都
）、
同
三
六
年
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
、
い
ず
れ
も
京
都
仏
師

の
製
作
出
品
は
確
認
で
き
ず
、
わ
ず
か
に
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
シ
カ
ゴ
・
コ

ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
に
吉
田
源
之
丞
が
「
木
彫
刻
」
を
、同
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）

の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
田
中
宗
助
の
息
子
で
あ
る
田
中
宗
祐
が
「
置
物
」
を
出
品
し

た
に
と
ど
ま
る
。
京
都
仏
師
に
よ
る
木
彫
品
不
在
の
な
か
、
明
治
二
二
年
以
降
の
内

外
の
博
覧
会
に
は
、
高
村
光
雲
や
山
田
鬼
斎
、
竹
内
久
一
や
光
雲
門
下
の
木
彫
家
に

よ
る
「
彫
刻
作
品
」
が
多
数
出
品
さ
れ
て
お
り
、
殊
に
高
村
光
雲
作
「
老
猿
」、
竹

内
久
一
作
「
伎
芸
天
」
が
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
六
月
に
京
都
祇
園
・
中
村
楼
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ

る
絵
画
に
関
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
同
年
六
月
に
は
陶
器
商
錦
光
山
宗
兵
衛
や

美
術
商
林
新
助
、
大
阪
・
山
中
吉
兵
衛
ら
に
よ
っ
て
外
国
人
向
け
に
陶
器
、
漆

器
、
織
物
、
骨
董
等
の
陳
列
販
売
を
行
う
「
美
工
商
社
」
が
設
立
さ
れ
〔
山
本

二
〇
〇
九
〕、
一
一
月
に
は
「
神
仏
肖
像
其
他
樹
草
花
禽
獣
類
の
装
飾
物
彫
刻
」

の
同
業
者
に
よ
り
「
京
都
美
術
彫
刻
業
組
合
」
が
結
成
さ
れ
た

（
（1
（

。
明
治
二
三
年

（
一
八
九
〇
）
に
は
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
を
会
頭
と
し
、
富
岡
鉄
斎
、
岸
竹
堂
ら

が
常
任
委
員
と
な
っ
て
殖
産
を
目
的
と
し
た
京
都
美
術
協
会
も
設
立
し
て
い
る
。
京

都
美
術
協
会
に
参
画
し
た
仏
師
と
し
て
は
田
中
宗
祐
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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表
2
　
近
代
京
都
案
内
記
・
人
名
録
に
み
る
京
都
仏
師
の
継
承

練
要
堂
主
人

『
都
商
職
街
風
聞
』

原
田
與
三
松

『
売
買
ひ
と
り
案
内
』

乙
葉
宗
兵
衞

『
西
京
人
物
誌
』

石
田
才
次
郎

『
工
商
技
術
都
の
魁
』

辻
本
治
三
郎

『
京
都
案
内
都
百
種
』

逸
見
甚
太
郎

『
京
都
著
名
諸
家
案
内
』

間
瀬
為
馳
太

『
京
都
商
工
人
名
録
』

小
菅
慶
太
郎
・
吉
野
久
和
編

『
京
都
商
工
人
名
録
』

文
久
４
年
（
1
8
6
4
）

明
治
1
1
年
（
1
8
7
8
）

明
治
1
2
年
（
1
8
7
9
）

明
治
1
6
年
（
1
8
8
3
）

明
治
2
7
年
（
1
8
9
4
）

明
治
3
5
年
(1
9
0
2
)

明
治
3
6
年
(1
9
0
3
)

明
治
3
8
年
（
1
9
0
5
）

仏
師

仏
師

木
偶
師
・
人
形
師

仏
師

仏
壇
仏
具
商

仏
具
商

仏
具

仏
壇
仏
具
・
仏
像

室
町

錦
上

ル
大

仏
師

七
条

左
京

（
木

偶
師

）
四

条
高

倉
東

七
條

康
教

堀
川

通
綾

小
路

下
田

中
弘

教
烏

丸
仏

光
寺

下
ル

田
中

内
蔵

丞
弘

教
・

田
中

三
木

治
西

本
願

寺
仏

師
渡

辺
幸

運
東

本
願

寺
仏

師
樋

口
肥

後
御

幸
町

松
原

下
竹

内
右

門
御

幸
町

松
原

下
ル

町
竹

内
右

門
新

町
松

原
下

田
中

浄
慶

寺
町

三
条

上
吉

成
寺

町
三

條
上

ル
吉

成
恒

蔵
寺

町
三

條
上

ル
吉

成
恒

蔵
（

仏
壇

仏
具

）
寺

町
三

條
北

吉
成

恒
蔵

御
幸

町
松

原
上

山
本

茂
助

御
幸

町
松

原
上

山
本

茂
助

御
幸

町
松

原
下

ル
丁

山
本

茂
助

寺
町

松
原

西
入

山
本

茂
輔

高
倉

松
原

上
吉

田
源

之
尉

（
御

仏
師

）
三

条
寺

町
東

入
吉

田
源

之
烝

三
条

寺
町

東
入

吉
田

源
之

亟
（

仏
壇

仏
具

）
三

条
寺

町
東

吉
田

源
之

焏
同

（
寺

町
）

仏
光

寺
下

乾
清

太
郎

寺
町

仏
光

寺
北

ヘ
入

乾
清

太
郎

寺
町

松
原

西
入

乾
助

次
郎

（
仏

像
）

寺
町

松
原

南
乾

助
次

郎
寺

町
三

条
上

福
井

吉
兵

ヱ
寺

町
二

条
下

ル
福

井
吉

兵
衛

同
（

寺
町

）
四

条
下

岡
本

喜
兵

ヱ
寺

町
四

条
下

ル
岡

本
清

蔵
三

条
寺

町
東

入
和

田
九

兵
ヱ

三
条

寺
町

東
入

和
田

九
右

衛
門

（
人

形
師

）
二

條
柳

馬
場

東
平

井
芳

兵
衛

寺
町

押
小

路
下

ル
町

平
井

芳
兵

衛
（

木
偶

師
）

寺
町

御
池

南
田

中
宗

祐
寺

町
通

三
条

上
ル

田
中

萬
宗

堂
（

仏
像

彫
刻

師
）

寺
町

姉
小

路
上

ル
田

中
宗

祐
同

（
寺

町
）

御
池

南
入

田
中

宗
祐

八
木

治
郎

右
エ

門
寺

丁
二

条
上

ル
町

安
井

長
継

堀
川

綾
小

路
下

ル
田

中
豊

作
広

道
三

条
上

ル
町

八
木

禎
之

介
間

之
町

二
条

上
ル

八
木

政
七

馬
町

本
丁

東
へ

入
丁

明
田

三
四

郎
寺

丁
六

角
下

ル
丁

石
田

徳
助

不
明

門
通

五
条

下
ル

丁
森

脇
喜

一
三

条
東

洞
院

東
へ

入
平

井
源

七

（
仏

具
仏

壇
）

油
小

路
花

屋
町

角
若

林
政

助
油

小
路

魚
棚

下
ル

若
林

藤
三

郎
（

仏
壇

仏
具

）
花

屋
町

油
小

路
西

若
林

藤
三

郎
七

條
烏

丸
西

入
若

林
卯

兵
衛

（
仏

壇
仏

具
）

七
條

烏
丸

西
入

若
林

卯
兵

衛
七

条
新

町
西

竹
内

孫
兵

衛
（

仏
壇

仏
具

）
七

条
新

町
西

竹
内

孫
兵

衛
（

仏
壇

仏
具

）
醒

ヶ
井

魚
棚

上
ル

武
田

新
兵

衛
醒

ヶ
井

魚
棚

上
ル

武
田

新
兵

衛
（

仏
壇

仏
具

）
醒

ヶ
井

魚
棚

北
武

田
新

兵
衛

（
仏

壇
仏

具
）

醒
ヶ

井
魚

棚
上

ル
井

澤
治

助
中

珠
数

屋
町

烏
丸

東
入

井
澤

治
助

（
仏

壇
仏

具
）

中
珠

数
屋

町
烏

丸
東

井
澤

治
助

（
仏

壇
仏

具
）

東
中

筋
魚

棚
上

ル
武

内
彌

兵
衛

東
中

筋
魚

棚
上

ル
武

内
彌

兵
衛

魚
棚

東
中

筋
角

武
内

彌
兵

衛
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[江戸時代から明治期における京仏師と地方仏師]……岡田 靖・長谷洋一

　

京
都
仏
師
は
国
内
外
の
博
覧
会
を
通
じ
て
殖
産
興
業
の
一
翼
を
担
お
う
と
試
み
た

が
、
西
欧
か
ら
移
植
さ
れ
た
「
美
術
」
の
概
念
が
浸
透
す
る
に
伴
い
、
主
た
る
製
作

対
象
で
あ
っ
た
仏
像
は
「
文
化
財
」
と
認
識
さ
れ
、
製
作
出
陳
し
た
作
品
も
仏
像
な

ど
旧
来
か
ら
の
伝
統
を
墨
守
し
た
も
の
で
、
東
京
の
仏
師
出
身
の
高
村
光
雲
を
嚆
矢

と
す
る
「
木
彫
作
品
」
へ
の
転
換
に
対
し
て
京
都
仏
師
の
大
半
は
逡
巡
し
た
よ
う
で
、

そ
の
こ
と
が
京
都
仏
師
の
衰
退
を
招
く
結
果
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
二
七

年
九
月
に
は
、
内
紛
に
よ
り
解
体
寸
前
で
あ
っ
た
京
都
美
術
彫
刻
業
組
合
が
「
現

状
の
衰
微
を
打
開
す
る
」
た
め
に
総
会
を
開
催
し

（
（1
（

、
翌
年
刊
行
の
『
平
安
通
志
』
巻

四
二
「
美
術
工
芸
志 
彫
刻
」
に
も
「
外
客
一
時
ノ
嗜
好
ニ
投
セ
ン
ト
欲
シ
、
斯
藝

ノ
進
歩
ヲ
見
ズ
シ
テ
、
却
テ
卑
野
阿
世
ノ
弊
ニ
陥
リ
、
復
タ
救
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ラ
ン
ト

セ
リ
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。　

　

仏
像
修
復
に
お
い
て
も
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
弘
法
大
師
千
五
十
年
遠
忌

を
機
に
東
寺
講
堂
諸
像
の
修
復
が
行
わ
れ
京
都
仏
師
の
田
中
弘
教
、
松
本
康
慶
、
田

中
豊
治
な
ど
が
担
当
し
た
が
、
近
世
以
来
の
伝
統
的
な
修
復
法
に
拠
る
修
復
で
あ
っ

た
。
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
は
、
京
都
府
社
寺
掛
に
よ
る
平
等
院
鳳
凰
堂
の

修
復
が
行
わ
れ
、
阿
弥
陀
如
来
像
の
修
復
も
行
わ
れ
た
。
阿
弥
陀
如
来
像
の
修
復
は

京
都
仏
師
の
山
本
茂
祐
が
請
負
っ
た
が
、
工
事
監
督
の
今
泉
雄
作
は
「
仏
像
蓮
華
及

び
世
俗
に
称
す
尾
堂
等
は
出
来
得
べ
き
限
り
旧
来
の
木
片
を
蒐
集
し
蓮
華
取
附
方
等

の
如
き
一
孔
穴
と
雖
も
新
ら
た
に
穿
た
ざ
る
様
請
負
仏
師
に
注
意
を
加
へ
」
て
お

り
（
（1
（

、
山
本
茂
祐
に
よ
る
信
仰
対
象
と
し
て
の
完
全
性
の
回
復
を
目
指
す
旧
来
か
ら
の

修
復
法
と
今
泉
雄
作
の
現
状
維
持
保
存
を
基
本
と
す
る
「
文
化
財
」
修
復
法
と
の
理

念
の
違
い
を
明
確
に
示
し
て
い
る
〔
山
崎
一
九
八
五
〕。

　

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
二
月
に
は
、
東
京
美
術
学
校
が
開
校
し
た
。
開
校
当

初
の
木
彫
科
教
員
は
高
村
光
雲
や
山
田
鬼
斎
、
竹
内
久
一
、
後
藤
貞
行
ら
で
、
そ
れ

ま
で
仏
師
の
許
に
入
門
し
そ
の
後
を
継
い
だ
仏
師
の
子
弟
や
木
彫
を
志
す
者
は
、
東

京
美
術
学
校
へ
入
学
し
高
村
光
雲
ら
の
薫
陶
を
受
け
て
近
代
彫
刻
を
目
指
す
木
彫
家

へ
の
道
を
歩
ん
で
い
く
。『
幕
末
維
新
懐
古
談
』
に
よ
る
と
、
高
村
光
雲
の
弟
子
の

う
ち
仏
師
出
身
者
と
し
て
、
京
都
高
辻
富
小
路
の
仏
師
の
息
子
で
あ
る
吉
岡
宗
雲
、

大
坂
仏
師
田
中
主
水
の
息
子
で
あ
る
田
中
栄
次
郎
（
祥
雲
）、
博
多
仏
師
高
田
又
四

郎
の
弟
子
で
あ
っ
た
山
崎
朝
雲
を
あ
げ
て
お
り
、
山
形
仏
師
新
海
宗
松
（
宗
慶
）
の

長
男
で
あ
る
新
海
竹
太
郎
も
後
藤
貞
行
に
師
事
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
至
っ
て
、
近
世
京
都
仏
師
の
後
裔
は
製
作
、
修
復
、
後
継
者
の
面
で
大

き
な
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
閉
塞
状
態
に
陥
っ
た
。
京
都
で
は
、
明
治
三
二
年

（
一
八
九
九
）
に
七
条
康
教
の
後
嗣
で
あ
る
第
三
十
六
代
康
彦
（
彦
一
）
が
長
崎
・

佐
世
保
に
移
住
し
「
小
売
商
人
」
へ
と
転
業
し
、翌
年
に
は
竹
内
右
門
が
京
博
本
「
仏

師
系
図
」を
帝
国
京
都
博
物
館
へ
寄
贈
し
て
仏
師
を
廃
業
し
て
お
り
、こ
の
頃
を
も
っ

て
ひ
と
ま
ず
近
世
仏
師
と
近
世
仏
像
の
終
焉
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
小
菅
慶
太
郎
・
吉
野
久
和
編
『
京
都
商
工
人

名
録
』「
佛
具
（
商
）」
の
項
目
に
は
、
吉
成
恒
蔵
、
田
中
宗
祐
、
吉
田
源
之
亟
、
山

本
茂
輔
、
乾
助
次
郎
の
名
が
み
え
る
（
表
２
）。
吉
田
源
之
丞
の
事
績
は
、
近
世
の

京
都
案
内
記
に
は
見
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
一
七
世
紀
後
半
以
降
継
続
し
て
仏
像

製
作
や
修
復
事
績

（
（2
（

が
認
め
ら
れ
、
吉
成
も
一
九
世
紀
前
半
か
ら
の
事
績
が
残
る
。
ま

た
山
本
茂
輔
は
、『
花
洛
羽
津
根
』
以
降
続
く
仏
師
で
、
先
の
平
等
院
鳳
凰
堂
阿
弥

陀
如
来
像
修
復
を
請
け
負
っ
た
「
山
本
茂
祐
」
の
後
継
で
あ
り
、
乾
助
次
郎
も
先
代

の
乾
清
太
郎
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
以
降
の
事
績
が
認
め
ら
れ
る
。『
京
都
商

工
人
名
録
』
に
み
え
る
彼
等
の
大
半
は
、
現
在
も
な
お
京
都
市
内
で
仏
像
製
作
や
修

復
な
ど
に
携
わ
っ
て
お
り
、
一
八
世
紀
以
降
絶
え
ず
激
変
し
て
き
た
近
世
京
都
仏
師

の
な
か
で
、
長
い
伝
統
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
こ
と
を
最
後
に
書
き
留
め
て
お
き
た

い
。

〔
付
記
〕

　

表
１
・
表
２
の
案
内
記
、
人
名
録
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩

館
（
旧
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）「
京
都
地
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
利
用
し
た
。　
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（
1
）『
堯
恕
法
親
王
日
記
』（
妙
法
院
史
研
究
会
編
『
妙
法
院
史
料
』
第
二
巻,

吉
川
弘
文
館
、

九
七
七
年
）
延
宝
七
年
一
二
月
六
日
条
。

（
2
）『
御
假
殿
御
番
所
日
記
』（『
日
光
叢
書
』第
一
巻
、
東
照
宮
社
務
所
、
一
九
三
一
年
）三
一
八
頁
。

（
3
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
柳
営
日
次
記
』
享
保
五
年
八
月
三
日
条
。『
有
徳
院
殿
御
実
紀
』

巻
一
一
（
黒
板
勝
美
編
『
国
史
大
系　

徳
川
実
紀
』
第
八
篇
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）

同
日
条
。

（
4
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
近
世
史
料　

廣
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』
三
（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
宝
暦
二
年
一
〇
月
二
〇
日
条
。

（
5
）
京
都
町
触
研
究
会
編
『
京
都
町
触
集
成
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、一
九
八
四
年
）
一
三
〇
九
号
。

（
6
）
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
『
岐
阜
県
所
在
史
料
目
録
』
第
二
四
集
二
「
諸
家
文
書
目
録
（
昼
飯
村

文
書
）」（
一
九
八
九
年
）「
御
注
文
」（
昼
飯
村
一
八
）。

（
7
）
青
森
県
文
化
観
光
部
文
化
振
興
課
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
編
『
下
北
の
仏
像
―
下
北
地
方
寺

院
所
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
︱
』（
青
森
県
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
8
）
高
柳
眞
三
・
石
井
良
助
編
『
御
触
書
寛
保
集
成
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
）
二
三
九
九
号
。

近
世
史
料
研
究
会
編
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
四
巻
（
塙
書
房
、
一
九
九
五
年
）
五
九
三
七
号
。

（
9
）
高
柳
眞
三
・
石
井
良
助
編
『
御
触
書
天
保
集
成
』
下
（
岩
波
書
店
、一
九
五
八
年
）
四
三
三
七
号
、

五
五
三
七
号
。
近
世
史
料
研
究
会
編
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
一
〇
巻
（
塙
書
房
、一
九
九
八
年
）

一
〇
七
一
六
号
。

（
10
）
関
西
大
学
文
学
部
教
授
小
倉
宗
氏
か
ら
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
11
）
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
『
最
上
屋
喜
八
家
文
書
』「
請
取
状
」（
館
古
〇
三
八
―

五
九
二
）。

（
12
）
正
宗
敦
夫
編
『
地
下
家
伝
』
二
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
七
年
）
四
〇
七
頁
。

（
13
）
岡
田
靖
「
左
沢
原
町
仏
師
林
家
一
門
の
調
査
研
究
」『
平
成
二
三
年
度
文
化
財
保
存
修
復
研

究
セ
ン
タ
ー
研
究
成
果
報
告
書
』、
東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
二
年
）一
五
～
二
七
頁
。
な
お
同
書
で
は
、「
七
條
□
／
七
條
左
京
／
藤
原
康
傳
／
薦
之
」

と
さ
れ
た
が
、
後
に
岡
田
氏
の
検
討
に
よ
っ
て
本
文
中
の
銘
記
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）
若
松
観
音
開
山
千
三
百
年
祭
記
念
事
業
実
行
委
員
会
『
若
松
観
音
』（
二
〇
〇
七
年
）。

（
15
）
三
山
進
「『
佛
師
職
慎
申
堅
メ
控
』
と
京
仏
師
林
如
水 

」（『
鎌
倉
』
七
八
、
鎌
倉
文
化
研
究
会
、

一
九
九
五
年
五
月
）
一
～
一
二
頁
。

（
16
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵「
大
仏
師
七
條
左
京
御
細
工
所
小
屋
料
願
之
儀
申
上
候
書
付
」（
多

024868

）。「
大
仏
師
七
條
左
京
御
前
借
銀
願
之
儀
申
上
候
書
付
」（
多024870

）。

（
17
）
明
治
一
九
年
一
一
月
二
三
日
付
『
日
出
新
聞
』。
組
合
結
成
に
関
し
て
は
、
田
中
宗
助
、
吉
成

恒
蔵
、
岡
本
喜
兵
衛
、
和
田
九
右
衛
門
が
中
心
と
な
っ
た
。

（
18
）
明
治
二
七
年
九
月
一
四
日
付
『
日
出
新
聞
』。
な
お
組
長
に
田
中
宗
祐
、
副
組
長
に
畑
次
郎
右

衛
門
、部
長
に
山
本
茂
祐
、委
員
に
吉
田
源
之
丞
、橋
井
源
助
、森
脇
喜
一
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）
明
治
二
八
年
一
月
九
日
付
『
日
出
新
聞
』。

（
20
）
吉
田
源
之
丞
の
最
古
の
事
績
は
、
管
見
の
限
り
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
奈
良
・
大
宇

陀
市
観
音
寺
十
一
面
観
音
像
台
座
新
調
の
墨
書
銘
（「
仏
師
京
源
之
丞　

奉
寄
進
台
座
」）
に

み
え
る
。
榛
原
町
史
編
集
委
員
会
『
榛
原
町
史
』（
一
九
九
一
年
）。

註

引
用
文
献

淺
湫
毅　
　
「
八
坂
神
社
西
楼
門
の
随
身
倚
像　

近
世
彫
刻
の
諸
相
二
」（『
学
叢
』
三
〇
号　

京
都

国
立
博
物
館　

二
〇
〇
八
年
）
八
五
～
八
九
、一
五
～
一
七
頁
。

浅
見
龍
介　
「
永
平
寺
の
中
世
彫
刻
」（『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
六
二
九
号
、二
〇
一
〇
年
）
七
～
四
一
頁
。

岡
田
靖
・
石
井
紀
子　
「
山
形
に
お
け
る
中
央
仏
師
と
地
方
仏
師
の
活
動
に
つ
い
て
」（『
平
成
二
五

年
度
文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
成
果
報
告
書
』、
東
北
芸
術
工
科
大
学
文

化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
四
年
）
一
七
～
四
一
頁
。

金
勝
寺
誌
編
集
委
員
会
編　
『
佛
母
山
金
勝
寺
誌
』（
金
勝
寺
、
一
九
八
三
年
）。

田
中
喜
作　
「
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
幷
末
流
」（『
美
術
研
究
』
一
一
号
、
一
九
三
二
年
一
一
月
）

三
三
～
四
三
頁
。

三
山
進　
　
「
近
世
七
条
仏
所
に
幕
府
御
用
を
め
ぐ
っ
て 

︱
新
出
の
史
料
を
中
心
に
︱
」（『
鎌
倉
』

八
〇
、
鎌
倉
文
化
研
究
会,

一
九
九
六
年
一
月
）
一
～
四
四
頁
。

中
尾
堯
他
編　
『
図
説
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
』
第
四
巻
彫
刻
（
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、

二
〇
一
三
年
）
一
四
〇
～
一
四
一
頁
。

萩
野
由
之　
『
佐
渡
人
物
志
』（
佐
渡
教
育
会
、
一
九
二
七
年
）
二
八
四
～
二
八
五
頁
。

土
生
和
彦　
「
京
都
仏
師
・
竹
内
右
門
の
作
例
に
つ
い
て
」（『
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
研
究

紀
要
』N

o.1,

二
〇
一
一
年
）
四
五
～
五
九
頁
。

山
崎
隆
之　
「
近
世
の
仏
像
修
理
に
つ
い
て
」（『
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』
二
〇
号
、

一
九
八
五
年
）
一
～
一
七
頁
。

山
本
真
紗
子　
「
明
治
京
都
に
お
け
る
官
製
「
美
術
」
概
念
の
受
容
―
京
都
の
博
覧
会
と
美
術
商
・「
美

術
館
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『Core Ethics

』vol.5, 

立
命
館
大
学
大
学
院
先
端
総
合
学
術

研
究
科
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
三
九
六
頁
。
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第
二
章　

山
形
に
お
け
る
京
都
七
条
仏
師
か
ら
地
方
仏
師
の
造
像
活
動

は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
筆
者
岡
田
は
、
保
存
修
復
家
と
し
て
古
代
や
中
世
に
製
作
さ
れ
た
仏
像

の
修
復
を
手
掛
け
て
き
た
が
、
依
頼
を
受
け
た
大
半
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
造
像
さ
れ
た
近
世
、近
代
の
仏
像
で
あ
っ
た
。
仏
像
の
保
存
修
復
を
行
う
際
、

対
象
と
な
る
仏
像
の
損
傷
状
態
を
検
査
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
そ
の
仏
像
の
歴
史

的
、
文
化
的
価
値
を
は
か
る
た
め
に
造
像
技
法
や
造
像
背
景
な
ど
を
調
べ
る
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
仏
像
に
関
し
て
は
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
研
究
が

乏
し
く
、
保
存
修
復
対
象
の
本
質
的
な
価
値
を
見
定
め
る
こ
と
に
難
が
あ
っ
た
。
そ

の
背
景
に
あ
る
近
世
仏
像
そ
の
も
の
へ
の
価
値
認
識
の
低
さ
は
、
文
化
財
保
護
の
対

象
と
し
て
認
知
さ
れ
づ
ら
い
現
状
を
う
み
、
造
像
か
ら
数
百
年
を
経
た
今
、
劣
化
損

傷
が
著
し
く
発
生
し
て
い
る
。
特
に
木
彫
で
仕
上
げ
ら
れ
た
仏
像
の
表
面
を
覆
う
彩

色
に
関
し
て
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
顔
料
、
展
色
材
、
技
法
な
ど
の
詳
細
な
研
究
が

進
ん
で
お
ら
ず
、
経
年
劣
化
に
よ
り
生
じ
た
塗
膜
層
の
剥
落
、
剥
離
が
仏
像
の
保
存

維
持
に
深
刻
な
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
修
復
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
仏
像
の
本
質
的
な
価
値
や
意
義
を
探
求
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
仏
像
が
造
像
さ
れ
た
信
仰
、
流
通
、
政
治
な
ど
の
背
景
を

含
め
て
調
査
研
究
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
特
に
数
年
の
間
、
山
形
県
を
活
動
拠

点
と
し
て
山
形
県
内
の
村
山
地
方
や
置お

き
た
ま賜

地
方
を
中
心
に
調
査
研
究
活
動
を
行
い

〔
東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
五
〕、
一
部
の
地
域
で

は
仏
像
の
悉し

っ
か
い皆

調
査
を
行
う
機
会
を
得
た
。

　

山
形
（
出
羽
）
は
、
戦
国
時
代
に
最
上
義
光
に
よ
っ
て
置
賜
郡
を
除
く
現
在
の
山

形
県
の
ほ
ぼ
全
域
が
統
一
さ
れ
る
が
、
最
上
家
の
改
易
後
に
再
び
分
断
さ
れ
、
村
山
、

置
賜
、
庄
内
、
最
上
の
四
つ
の
地
域
に
分
か
れ
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
藩
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
。
現
在
の
山
形
市
が
所
在
す
る
村
山
地
方
は
、
山
形

城
を
拠
点
と
し
な
が
ら
も
、
最
上
家
の
改
易
後
に
大
名
が
度
々
入
れ
替
わ
り
、
江
戸

時
代
の
終
焉
ま
で
に
天
領
と
な
っ
た
期
間
を
含
め
る
と
一
三
の
大
名
家
が
代
わ
る
代

わ
る
統
治
し
た
。
一
方
、
庄
内
地
方
は
酒
井
家
が
、
置
賜
地
方
は
上
杉
家
が
、
最
上

地
方
は
戸
沢
家
が
そ
れ
ぞ
れ
統
治
し
、
幕
末
ま
で
の
歴
史
を
刻
ん
だ
。
そ
の
た
め
山

形
の
四
つ
の
地
域
は
、
統
治
し
た
藩
の
意
向
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
、
今
日
の
地
域
文

化
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
信
仰
の
歴
史
に
も
ま
た
、
各
藩
の
政
治
、
経
済
、

流
通
、
人
間
関
係
な
ど
が
深
く
関
係
し
て
い
る
。
仏
教
の
信
仰
対
象
と
し
て
造
像
さ

れ
た
仏
像
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
歴
史
背
景
を
持
つ
山
形
の
一
地
域
を
悉
皆
的
に
調
査
し
て
い
く
と
、

古
代
や
中
世
の
遺
物
も
わ
ず
か
な
が
ら
に
確
認
さ
れ
た
が
、
調
査
し
た
仏
像
の
大
半

が
近
世
か
ら
近
代
の
仏
像
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
江
戸
時
代
の
仏
像
に
は

像
底
や
台
座
裏
な
ど
に
墨
書
に
よ
る
銘
文
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
発
願
者

と
と
も
に
製
作
者
や
製
作
年
代
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
研
究
で
は
、
山
形
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
仏
像
の
歴
史
的
考
察
に
重
ね
、
表
面
に
加
飾
さ
れ
て
い

る
彩
色
の
自
然
科
学
的
な
調
査
を
実
践
し
、
そ
の
材
料
と
技
法
に
関
す
る
変
遷
を
探

求
し
た
。
彩
色
調
査
の
対
象
と
し
て
は
、
銘
文
が
記
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
後
期
か

ら
明
治
期
の
仏
像
の
う
ち
、
多
色
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
像
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の

た
め
、
如
来
像
や
菩
薩
像
な
ど
の
漆
箔
仕
上
げ
の
仏
像
で
は
な
く
、
衣
部
な
ど
に
極

彩
色
が
施
さ
れ
た
羅
漢
像
を
中
心
的
な
対
象
と
し
た
。
次
節
よ
り
、
調
査
対
象
と
し

た
一
三
件
の
仏
像
（
表
3
）
を
軸
に
、
山
形
に
お
け
る
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の

仏
像
の
変
遷
と
そ
の
歴
史
背
景
を
紹
介
し
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
仏
像
の
価

値
と
意
義
の
再
考
を
行
っ
て
み
た
い
。
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❶
京
都
七
条
仏
師
の
地
方
進
出

　

置
賜
地
方
を
除
く
出
羽
国
を
支
配
し
た
最
上
義
光
は
、
山
形
全
域
を
流
れ
る
最
上

川
の
難
所
で
あ
っ
た
碁ご

て
ん点

峡
を
開
削
し
、
山
形
城
下
と
酒
田
湊
の
流
通
路
を
開
通
さ

せ
た
。
寛
文
年
間
に
は
京
都
、
大
阪
、
下
関
、
敦つ

る
が賀

な
ど
と
酒
田
湊
を
結
ぶ
西
廻
り

航
路
が
開
か
れ
、
さ
ら
に
元
禄
年
間
に
は
米
沢
藩
御
用
商
人
に
よ
っ
て
最
上
川
の

五い
も
が
わ

百
川
渓
谷
（
朝
日
町
）
に
あ
る
黒
滝
が
開
削
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
よ
り
山
形
南

部
に
位
置
す
る
置
賜
地
方
の
米
沢
、
糠ぬ

か
の
め

野
目
（
高
畠
町
）、
宮
（
長
井
市
）、
荒あ

ら
と砥

（
白し

ら
た
か鷹

町
）
か
ら
、左

あ
て
ら
ざ
わ

沢
（
大
江
町
）、長
崎
（
山
形
市
）、船
町
（
山
形
市
）、本
舘
（
寒

河
江
市
）、
寺
津
（
天
童
市
）、
谷
地
（
河
北
町
）、
境
ノ
目
（
村
山
市
）、
大
石
田
（
大

石
田
町
）、
清
水
（
大
蔵
村
）、
本も

と
あ
い
か
い

合
海
（
新
庄
市
）、
清
川
（
庄
内
町
）
な
ど
の
船

着
場
と
酒
田
湊
が
つ
な
が
り
、
最
上
川
全
域
で
の
舟
運
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
し
て

山
形
の
特
産
品
で
あ
る
紅
花
、
青
苧
、
小
豆
、
煙
草
、
漆
、
菜
種
な
ど
が
最
上
川
舟

運
と
西
回
り
航
路
に
よ
っ
て
上
方
へ
と
運
ば
れ
、
帰
路
に
は
塩
、
茶
、
雛
人
形
な
ど

の
上
方
文
化
と
と
も
に
、
京
都
七
条
仏
所
の
造
像
に
よ
る
仏
像
が
山
形
に
も
た
ら
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
定
朝
、
運
慶
ら
の
流
れ
を
く
む
仏
像
製
作
工
房
で
あ
る
七
条
仏

所
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
幕
府
や
朝
廷
の
依
頼
を
一
手
に
受
け
、
京
都
の
仏
像
工

房
の
主
流
を
担
う
近
世
の
仏
像
製
作
の
中
心
的
な
仏
所
で
あ
っ
た
。

　

山
形
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
銘
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
江

戸
時
代
の
京
都
七
条
仏
所
の
仏
師
は
、
七
条
仏
所
三
十
一
代
目
の
棟
梁
と
な
っ
た
康

朝
で
あ
る
。
七
条
仏
所
の
棟
梁
の
家
系
で
あ
る
七
条
左
京
家
は
、
二
十
六
代
の
康
祐

以
降
に
分
立
し
て
混
乱
す
る
が
、
二
十
九
代
康
音
の
代
で
再
び
統
合
さ
れ
た
〔
長
谷

二
〇
一
一
：
一
～
三
〇
頁
〕。
し
か
し
江
戸
時
代
後
期
の
七
条
仏
所
に
往
年
の
勢
い
は

な
く
、
乱
立
し
始
め
た
京
都
の
町
仏
師
と
し
の
ぎ
を
削
り
な
が
ら
、
そ
の
活
動
の
場

を
地
方
へ
と
広
げ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

表3　調査対象一覧

調査寺院 調査仏像 作者 製作年代

➀ 永昌寺 十六羅漢像 三十一代康朝 文化年間（1804 〜 1817）

② 龍泉寺　 十六羅漢像　 三十一代康朝 文化 14 年（1817）

③ 玉龍院 十六羅漢像・五百羅漢像他 畑治郎右衛門 文化 6 年（1809）～天保 2 年（1831）

④ 玉林寺 祖師像・大権修理菩薩像他 畑治郎右衛門 文化年間（1804 〜 1817）か

⑤ 金勝寺 十六羅漢像・二尊者像 三十三代（康敬） 文政～天保年間（1818 ～1 843）頃か

⑥ 常林寺 十六羅漢像 林文作・治三郎 嘉永元年・嘉永 2 年（1848・1849）

⑦ 旧玄海参篭所 不動明王三尊像 林文作 文久 2 年（1862）

⑧ 個人宅 不動明王像 新海宗松 慶応 2 年（1866）

⑨ 慈眼寺 十六羅漢像 新海宗慶 明治 2 年・明治 7 年（1869・1874）

⑩ 塩田行屋 御沢仏像 新海宗慶 明治 12 年頃（1879）

⑪ 法来寺 十大弟子像 新海宗慶 明治 18 年（1885） 

⑫ 玉林寺 天室正運像 新海宗慶 明治 27 年（1894）

⑬ 瑞龍院 十六善神像・諸尊像 乾清太郎 明治 23 年（1890）～26  年（1893）頃
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調
査
対
象
①　

永
昌
寺
（
河
北
町
・
曹
洞
宗
）　

十
六
羅
漢
像　

像
高
約
65
㎝　

三
十
一
代
康
朝

　

山
形
に
お
け
る
三
十
一
代
康
朝
の
事
例
の
う
ち
、
銘
文
が
記
さ
れ
た
確
か
な
事
例

は
、
江
戸
時
代
後
期
に
隆
盛
を
極
め
山
形
の
特
産
物
と
知
ら
れ
て
い
る
紅
花
の
集
積

地
と
し
て
名
高
い
、
河か

ほ
く
ち
ょ
う

北
町
に
あ
る
長
谷
寺
の
十
六
羅
漢
像
で
あ
る
。

　

本
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
長
谷
寺
十
六
羅
漢
像
の
各
像
の
台
座
に
差
し
込
ま
れ

た
尊
者
の
名
札
に
は
二
種
類
が
あ
り
、
一
方
に
は
「
享
和
三
癸
亥
年
／
大
佛
師
職
／

法
眼
七
條
左
京
康
朝
彫
刻
」（
享
和
三
年
＝
一
八
〇
三
年
）
と
記
さ
れ
、
も
う
一
方

に
は
「
享
和
三
癸
亥
年
／
京
都
御
幸
町
松
原
下
ル
町
住
／
大
仏
師
竹
内
右
門
作
」
と

の
銘
が
印
刻
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
銘
に
あ
る
七
條
左
京
康
朝
は
七
条
仏
所
三
十
一

代
康
朝
の
こ
と
で
あ
り
、
文
献〔
正
宗
編
一
九
三
七
〕か
ら
寛
政
一
一
年（
一
七
九
九
）

に
法
眼
を
叙
位
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
名
札
の
記
述

に
齟
齬
は
な
い
。
第
二
の
銘
の
竹
内
右
門
は
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
の
『
文
化

増
補
』
な
ど
に
も
記
さ
れ
て
い
る
京
都
の
町
仏
師
で
あ
り
、
山
形
で
は
東
根
市
薬
師

寺
薬
師
堂
の
仁
王
像
を
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
に
造
像
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
〔
東
方
の
歴
史
を
守
る
会
編
二
〇
一
五
〕。

　

羅
漢
像
の
仕
様
も
ま
た
二
種
類
が
存
在
し
、
一
方
は
肉
身
部
を
漆
箔
で
仕
上
げ
て

衣
部
を
黒
色
に
金
泥
で
模
様
を
描
く
仕
様
と
し
、
一
方
は
肉
身
部
、
衣
部
と
も
に
彩

色
仕
上
げ
と
し
て
い
る
。
現
状
に
お
い
て
は
名
札
と
台
座
お
よ
び
像
の
組
み
合
わ

せ
が
不
確
か
に
な
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
仕
様
が
康
朝
作
で
あ
る
の
か
を
断
定
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
十
六
羅
漢
像
と
は
別
に
、
本
堂
須
弥
壇
上
に
は
本
尊
の
釈

迦
如
来
坐
像
と
阿あ

な
ん難

、
迦か

よ
う葉

の
二
尊
者
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
釈
迦
如
来
坐
像

の
名
札
に
は
「
享
和
四
年
／
甲
子
五
月
大
吉
日
／
十
世
真
禅
謹
拝
請
／
平
安
御
幸
松

原
南
住
／
大
仏
師
職
竹
内
右
門
作
」
と
あ
り
、
二
尊
者
像
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
享
和
三

癸
亥
歳
／
十
世
真
禅
謹
拝
請
／
京
室
町
錦
小
路
上
ル
丁
住
／
大
仏
師
職
法
眼
七
條
左

京
／
彫
刻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
釈
迦
如
来
坐
像
の
作
者
は
先
の
竹
内
右
門
で
あ

り
、
二
尊
者
像
の
法
眼
七
條
左
京
は
、「
京
室
町
錦
小
路
上
ル
」
の
住
所
か
ら
み
て

も
三
十
一
代
康
朝
の
こ
と
で
間
違
い
な
い
。
両
像
の
仕
様
は
、
釈
迦
如
来
坐
像
は
通

例
通
り
の
漆
箔
仕
上
げ
で
あ
り
、
二
尊
者
像
は
肉
身
部
を
漆
箔
と
し
て
衣
部
は
極
彩

色
で
仕
上
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
作
風
を
比
較
す
る
と
、
彩
色
仕
上
げ
と
し
て
い
る

阿
難
、
迦
葉
像
と
、
彩
色
仕
上
げ
が
な
さ
れ
て
い
る
十
六
羅
漢
像
の
う
ち
八
体
と
は

必
ず
し
も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
十
六
羅
漢
像
の
作
者
の
特
定
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
像
と
製
作
者
の
関
係
の
解
明
に
は
今
後
の
詳
細
な
調
査
が
待
た
れ
る
が
、
現

状
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
来
上
位
者
が
担
当
す
る
寺
院
の
本
尊
を
町
仏
師
で
あ
る

竹
内
右
門
が
担
当
し
、
脇
侍
の
二
尊
者
像
を
七
条
仏
師
の
康
朝
が
担
当
し
て
い
る
事

実
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
こ
の
こ
ろ
曹
洞
宗
寺
院
向
け
の
支
証
の
役
割
が
強
い

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
『
本
朝
大
佛
師
正
統
系
図
幷
末
流
』
の
系
図
は
竹
内
右
門

が
有
し
て
お
り
、
そ
れ
が
河
北
町
長
谷
寺
の
造
像
の
上
席
を
務
め
た
理
由
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
幕
府
や
朝
廷
の
造
像
を
一
手
に
手
掛
け
て
き
た
七

条
仏
所
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
様
子
が
窺

え
る
。

　

長
谷
寺
が
あ
る
河
北
町
に
は
、
長
谷
寺
像
と
近
似
し
た
十
六
羅
漢
像
（
写
真
2
）

を
安
置
す
る
永
昌
寺
が
あ
る
。
永
昌
寺
の
十
六
羅
漢
像
の
う
ち
一
体
の
台
座
か
ら
、

「
大
佛
／
七
条
左
京
御
彫
」（
写
真
12
）
と
記
さ
れ
た
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
。
長
谷

寺
と
永
昌
寺
は
と
も
に
曹
洞
宗
で
、
同
地
域
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
関
係
が
深
か
っ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
永
昌
寺
の
寺
伝
で
は
十
六
羅
漢
像
の
造
像
は
文
化
年
間

（
一
八
〇
四
～
一
八
一
七
）
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
年
代
的
に
み
て
永
昌
寺
十
六
羅

漢
像
に
記
さ
れ
た
「
七
条
左
京
」
は
三
十
一
代
康
朝
（
一
七
三
三
～
一
八
一
八
）

の
こ
と
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
康
朝
は
、
長
谷
寺
像
を
造
像
し
た
の
ち
に

永
昌
寺
像
を
造
像
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
永
昌
寺
十
六
羅
漢
像
は
、
肉
身
部
を

胡
粉
下
地
に
漆
箔
で
仕
上
げ
、
衣
部
を
黒
色
の
単
色
に
金
泥
で
模
様
を
描
く
仕
上
げ

が
な
さ
れ
、
岩
が
施
さ
れ
た
台
座
に
は
黒
色
と
緑
色
で
彩
色
が
、
台
座
上
面
に
は
青

色
で
水
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
今
回
、
長
谷
寺
十
六
羅
漢
像
の
彩
色
調
査
は
諸
事
情

に
よ
り
実
践
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
、
永
昌
寺
十
六
羅
漢
像
と
の
比
較
検
証
を
進
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め
て
い
き
た
い
。

調
査
対
象
②　

龍
泉
寺
（
米
沢
市
・
曹
洞
宗
）　

十
六
羅
漢
像　

像
高
約
51
㎝　

三
十
一
代
康
朝　

畑
治
郎
右
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
義
兵
衛

　

河
北
町
の
長
谷
寺
と
永
昌
寺
の
二
組
の
十
六
羅
漢
像
を
造
像
し
た
康
朝
の
評
判
が

曹
洞
宗
の
宗
門
内
で
広
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
上
杉
家
が
統
治
す
る
置
賜
地
方
の

米
沢
に
お
い
て
、
康
朝
は
曹
洞
宗
寺
院
の
龍
泉
寺
に
再
び
十
六
羅
漢
像
を
造
像
し

て
い
る
。
龍
泉
寺
の
十
六
羅
漢
像
（
写
真
1
）
は
、
肉
身
部
、
衣
部
と
も
に
極
彩
色

で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
羅
漢
像
の
台
座
に
は
「
御
首
者
三
十
一
世
康
朝
作
／
文
化

十
四
丑
三
月
」（
文
化
一
四
年
＝
一
八
一
七
年
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
像
に

は
「
文
化
十
四
丑
三
月
／
三
十
一
世
法
眼
康
朝
／
弟
子
／
畑
次
郎
右
衛
門
作
之
」
と
、

「
田
中
儀
兵
衛
作
／
左
京
時
／
田
中
儀
兵
ヱ
作
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真
3
）。
つ

ま
り
龍
泉
寺
十
六
羅
漢
像
は
、
康
朝
が
棟
梁
と
な
っ
て
全
体
を
指
揮
し
つ
つ
頭
部
を

担
当
し
、
体
幹
部
は
弟
子
で
あ
る
畑
次
郎
右
衛
門
と
田
中
儀
兵
衛
な
る
も
の
が
製
作

し
た
と
解
せ
る
。
記
載
に
あ
る
畑
次
郎
右
衛
門
（
治
郎
右
衛
門
）
は
、
美
術
研
究
本

の
『
本
朝
大
佛
師
正
統
系
図
幷
末
流
』
に
も
康
朝
の
弟
子
と
記
さ
れ
て
い
る
仏
師
で

あ
る
が
、
も
う
一
人
の
田
中
儀
兵
衛
は
全
国
で
も
作
例
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
何
者
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
康
朝
の
弟
子
か
、
も
し
く
は
長
谷
寺
の
竹
内
右

門
同
様
に
七
条
仏
所
か
ら
独
立
ま
た
は
近
し
い
系
統
の
一
門
に
属
す
る
町
仏
師
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
十
六
羅
漢
像
の
出
来
栄
え
は
秀
逸
で
、

写
実
的
な
肉
体
表
現
や
細
部
ま
で
精
緻
に
仕
上
げ
ら
れ
た
彩
色
は
、
康
朝
の
作
例
中

か
ら
み
て
も
優
れ
た
出
来
栄
え
を
示
す
像
で
あ
る
と
い
え
る
。
製
作
年
代
、
製
作
者

が
銘
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
製
作
当
初
の
彩
色
の
様
相
を
残
す
本
像
の
彩
色

調
査
を
実
践
し
た
。
調
査
結
果
は
、
公
表
済
み
の
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
〔
島
津
・

岡
田
二
〇
一
七
〕。

調
査
対
象
③　

玉
龍
院
（
高
畠
町
・
曹
洞
宗
）　

十
六
羅
漢
像　

像
高
約
44
㎝　

畑
治
郎
右
衛
門

　

文
化
一
四
年
に
龍
泉
寺
十
六
羅
漢
像
を
康
朝
と
と
も
に
造
像
し
た
弟
子
の
畑
治
郎

右
衛
門
は
、
同
時
期
に
東
置
賜
郡
高
畠
町
の
玉
龍
院
に
お
い
て
、
当
時
の
玉
龍
院
住

職
で
あ
っ
た
祖
巖
良
印
禅
師
の
像
を
天
保
二
年
に
造
像
し
た
こ
と
が
、
台
座
裏
に
記

さ
れ
て
い
る
銘
文
に
よ
っ
て
近
年
明
ら
か
と
な
っ
た
。
中
興
祖
巖
良
印
禅
師
像
（
写

真
4
）
の
台
座
裏
に
は
「
大
佛
師
職
／
畑
次
郎
右
衛
門
／
康
傳
作
／
京
都
西
六
条
御

前
通
／
西
洞
院
東
ニ
入
町
」（
写
真
6
）
と
記
さ
れ
、
沓
を
置
く
台
座
裏
に
は
「
中

興
良
印
和
尚
御
沓
／
天
保
卯
二
年
請
」（
写
真
13
）
と
あ
る
。
美
術
研
究
本
『
本
朝

大
佛
師
正
統
系
図
幷
末
流
』
の
畑
の
記
述
に
は
「
六
條
住
居
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た

め
、
墨
書
の
記
述
と
一
致
す
る
。
ま
た
別
名
と
し
て
記
さ
れ
た
「
康
傳
」
と
の
記
述

も
興
味
深
く
、
畑
治
郎
右
衛
門
は
師
の
康
朝
の
父
親
で
あ
る
三
十
代
康
傳
の
名
を
譲

り
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

祖
巖
良
印
は
、自
身
の
肖
像
の
他
に
も
寺
内
の
多
く
の
像
を
新
造
（
木
札
で
は
「
新

添
」）
し
て
い
る
こ
と
が
、
本
堂
に
掲
げ
ら
れ
た
木
札
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
仏
像
に

関
係
す
る
木
札
の
記
載
を
年
代
順
に
列
挙
す
る
と
、「
文
化
五
辰
天
／
本
尊
造
立
／

良
印
布
衲
／
惣
檀
中
」（
文
化
五
年
＝
一
八
〇
八
年
）、「
文
化
六
己
天
／
達
磨
／
大

権
／
両
像
／
良
印
布
衲
」（
文
化
六
年
＝
一
八
〇
九
年
）、「
天
保
二
卯
年
／
當
寺
開

山
木
像
／
良
印
老
衲
／
拝
請
」（
天
保
二
年
＝
一
八
三
一
年
）、「
天
保
二
卯
年
十
一

月
／
十
六
羅
漢
木
像
／
良
印
老
衲
／
新
添
」
と
あ
る
。
ま
た
、
年
代
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
が
、
本
堂
に
隣
接
す
る
土
蔵
に
安
置
さ
れ
て
い
る
五
百
羅
漢
像
の
記
述
と
し

て
、「
五
百
羅
漢
尊
／
當
院
拾
二
代
／
良
印
老
衲
／
新
添
」
と
あ
り
、
ま
た
「
弘
化

三
午
天
／
羅
漢
堂
建
立
」（
弘
化
三
年
＝
一
八
四
六
年
）
と
記
し
た
木
札
も
あ
っ
て
、

現
存
す
る
五
百
羅
漢
堂
の
建
立
年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
札
か
ら
、
玉

龍
院
の
十
二
代
住
職
で
あ
る
良
印
は
、
自
身
の
像
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
玉
龍
院

の
中
興
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

木
札
の
記
載
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
良
印
は
ま
ず
文
化
五
年
に
本
尊
の
釈
迦
如
来
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坐
像
を
発
願
し
て
い
る
。
釈
迦
如
来
坐
像
の
台
座
の
内
部
側
面
に
は
「
寺
町
寺
町
四

条
／
西
田
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
製
作
者
を
示
す
も
の
か

ど
う
か
は
不
詳
で
あ
る
。
続
い
て
翌
年
の
文
化
六
年
に
は
、
大
権
修
利
菩
薩
像
と
達

磨
大
師
像
（
写
真
10
）
を
造
像
さ
せ
て
い
る
。
木
札
の
記
載
と
と
も
に
、
大
権
修
利

菩
薩
像
本
体
の
台
座
裏
に
は
「
文
化
六
己
天
／
十
一
月
／
現
住
十
二
世
良
印
／
自
造

立
／
為
玉
光
明
輪
／
信
女
」
と
朱
漆
で
記
載
さ
れ
、
沓
台
裏
に
は
「
文
化
六
己
天

十
一
月
／
為
玉
光
明
輪
信
女
菩
提
／
玉
竜
十
二
世
中
興
良
印
布
衲
／
自
拝
請
」（
写

真
14
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
同
じ
く
達
磨
大
師
像
の
裙
裾
裏
に

は
「
文
化
六
己
十
一
月
／
現
住
十
二
世
良
印
／
造
立
／
庵
全
久
上
厘
」
と
朱
漆
で

記
載
さ
れ
、
台
座
裏
に
は
「
文
化
己
六
天
十
一
月
／
為
昌
庵
全
久
上
厘
冥
福
／
玉
竜

十
二
世
中
興
良
印
布
衲
自
造
立
」（
写
真
15
）
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
に

も
残
念
な
が
ら
製
作
者
の
記
載
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
筆
者
ら
が
調
査
し
た
西

置
賜
郡
長
井
市
に
あ
る
曹
洞
宗
寺
院
の
玉
林
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
大
権
修
利
菩

薩
像
と
達
磨
大
師
像
（
写
真
7
）
に
は
、
大
権
修
利
菩
薩
像
の
台
座
裏
に
「
京
都
西

六
条
御
前
通
／
西
洞
院
東
ニ
入
町
／
大
佛
工
／
奉
彫
刻
畑
次
良
右
エ
門
」（
写
真
16
）

と
記
さ
れ
て
い
る
墨
書
が
確
認
さ
れ
、
玉
龍
院
の
良
印
像
の
製
作
者
と
同
じ
畑
治
郎

右
衛
門
の
銘
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
玉
龍
院
の
大
権
修
利
菩
薩
像
と
達
磨
大
師
像
、

玉
林
寺
の
大
権
修
利
菩
薩
像
と
達
磨
大
師
像
と
は
、
寸
法
こ
そ
若
干
の
違
い
が
あ
る

も
の
の
、
造
形
や
彩
色
技
法
が
近
似
し
て
い
る
。
そ
こ
で
彫
刻
を
造
像
す
る
と
き
に

製
作
者
の
癖
や
特
徴
が
出
や
す
い
耳
の
造
形
を
比
較
し
て
み
た
（
写
真
17
）。
そ
の

結
果
、
耳
輪
を
平
た
く
表
現
し
、
耳み

み
た
ぶ朶

の
輪
郭
を
雫
状
に
分
厚
く
し
つ
つ
表
面
を
平

担
に
す
る
点
な
ど
の
造
形
的
特
徴
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
銘
文
で

は
製
作
者
が
記
さ
れ
て
い
な
い
玉
龍
院
の
大
権
修
利
菩
薩
像
と
達
磨
大
師
像
は
、
中

興
良
印
像
を
造
像
し
た
畑
治
郎
右
衛
門
の
作
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

畑
治
郎
右
衛
門
は
、
天
保
二
年
に
良
印
像
を
造
像
し
て
い
る
が
、
木
札
に
は
同
じ

天
保
二
年
に
造
像
さ
れ
た
と
さ
れ
る
十
六
羅
漢
像
と
二
尊
者
像
（
写
真
5
、
18
）
の

記
載
が
あ
る
。
十
六
羅
漢
像
と
二
尊
者
像
は
、
現
在
は
本
堂
に
隣
接
す
る
五
百
羅
漢

堂
内
の
中
央
に
据
え
ら
れ
た
壇
上
に
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
耳
の
造
形
的

特
徴
を
大
権
修
利
菩
薩
像
な
ど
と
比
較
し
て
み
る
と
、
大
権
修
利
像
同
士
の
特
徴
の

一
致
と
と
も
に
、
対
耳
輪
を
二
股
に
分
け
て
三
角
窩
を
表
す
特
徴
の
一
致
が
確
認
さ

れ
た
た
め
（
写
真
19
）、
十
六
羅
漢
像
も
ま
た
畑
治
郎
右
衛
門
の
作
で
あ
る
と
推
定

さ
れ
る
。
さ
ら
に
五
百
羅
漢
堂
内
に
安
置
さ
れ
る
五
〇
四
体
の
五
百
羅
漢
像
に
関
し

て
も
同
様
の
比
較
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
十
六
羅
漢
像
と
同
様
の
耳
の
造
形
的
特
徴
の

類
似
が
確
認
さ
れ
た
（
写
真
20
）。
現
在
、
筆
者
は
玉
龍
院
の
十
六
羅
漢
像
と
五
百

羅
漢
像
の
修
復
を
手
掛
け
て
い
る
が
、
修
復
中
に
五
百
羅
漢
像
の
台
座
裏
か
ら
「
畑

次
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
を
確
認
し
た
（
写
真
21
）。
こ
の
墨
書
は
落
書
き
に
近
い
も

の
で
は
あ
る
が
、「
畑
次
」
は
畑
治
郎
右
衛
門
の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
こ
の

記
載
は
造
形
的
特
徴
の
一
致
と
合
わ
せ
て
五
百
羅
漢
像
が
畑
治
郎
右
衛
門
の
作
で
あ

る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
五
百
羅
漢
像
の
製
作
年
代
に
関
し

て
は
像
に
も
木
札
に
も
記
載
が
な
く
、
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
寺
伝
に
よ
れ

ば
、
五
百
羅
漢
像
は
天
保
六
年
に
京
都
か
ら
船
で
運
ば
れ
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
で
、
木
札
に
よ
れ
ば
五
百
羅
漢
像
を
お
さ

め
る
五
百
羅
漢
堂
が
弘
化
三
年
に
建
立
さ
れ
た
と
あ
る
た
め
、
五
百
羅
漢
像
の
納
品

は
弘
化
三
年
頃
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
五
〇
〇
体
も
の
五
百
羅
漢
像
の
製
作
に
は
日

数
が
か
か
る
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
あ
る
程
度
長
い
期
間
を
か
け
て
造
像
し
た
も
の

と
も
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
玉
龍
院
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏
像
の
う
ち
、
中
興
祖
巖
良
印

禅
師
像
（
天
保
二
年
）（
写
真
4
）、
五
百
羅
漢
像
（
文
化
頃
～
弘
化
三
年
頃
）
は
、

い
ず
れ
も
畑
治
郎
右
衛
門
の
製
作
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
十
六
羅
漢
像

（
天
保
二
年
）（
写
真
5
）、
も
ま
た
、
畑
が
製
作
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
良
印
が
文
化
年
間
に
造
像
さ
せ
た
開
山
蘭
室
宗
芳
禅
師
像
（
文

化
六
年
）（
写
真
9
）、
大
権
修
利
菩
薩
像
（
文
化
六
年
）、達
磨
大
師
像
（
文
化
六
年
）

（
写
真
10
）
も
、
畑
治
郎
右
衛
門
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

玉
龍
院
の
本
寺
は
同
じ
高
畠
町
内
に
あ
る
西せ

い
ら
い
い
ん

来
院
で
あ
る
が
、
米
沢
龍
泉
寺
も
ま
た
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西
来
院
の
末
寺
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
関
係
が
畑
治
郎
右
衛
門
と
寺
院
と
の
関
係
を
つ

な
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

調
査
対
象
④　

玉
林
寺
（
長
井
市
・
曹
洞
宗
）　

大
権
修
利
菩
薩
像
・
達
磨
大
師
像
・
諸
祖
師
像　

像
高
約
60
㎝　

畑
治
郎
右
衛
門

　

玉
龍
院
に
お
い
て
大
量
の
仏
像
の
造
像
を
手
掛
け
、
そ
の
間
に
龍
泉
寺
で
も
師
で

あ
る
康
朝
と
と
も
に
十
六
羅
漢
像
の
造
像
を
手
掛
け
た
畑
治
郎
右
衛
門
が
、
長
井
市

玉
林
寺
に
お
い
て
も
大
権
修
利
菩
薩
像
と
達
磨
大
師
像
を
造
像
し
て
い
た
こ
と
は
先

に
述
べ
た
。
玉
林
寺
に
お
い
て
畑
治
郎
右
衛
門
は
、
大
権
修
利
菩
薩
像
や
達
磨
大
師

像
（
写
真
7
）
の
他
に
、
道
元
老
和
尚
像
、
瑩
山
紹
瑾
禅
師
像
、
常
泉
開
基
當
寺
中

興
大
和
尚
像
、
西
光
開
基
當
寺
中
興
和
尚
像
の
四
体
の
祖
師
像
（
写
真
8
）
を
造
像

し
て
い
る
。
各
像
の
台
座
裏
に
は
墨
書
が
あ
り
、
道
元
像
に
は
「
京
都
西
六
条
御
前

通
西
洞
院
東
二
入
丁
／
大
佛
工
／
奉
彫
刻
／
畑
次
良
右
エ
門
／
康
傳
」（
写
真
22
）、

瑩
山
紹
瑾
像
に
は
「
京
都
西
六
条
御
前
通
西
洞
院
東
二
入
丁
／
奉
彫
刻　

畑
次
良
右

エ
門
／
大
佛
工
職
」（
写
真
23
）、
常
泉
開
基
當
寺
中
興
大
和
尚
像
に
は
「
京
都
西
六

条
御
前
通
西
洞
院
東
二
入
丁
／
大
佛
工
／
奉
彫
刻
／
畑
次
良
右
エ
門
／
康
傳
作
」（
写

真
24
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
西
光
開
基
當
寺
中
興
和
尚
像
に
は
墨
書
が
な
い
が
、
像

の
造
形
、
彩
色
、
曲
彔
の
仕
様
な
ど
が
酷
似
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
も
畑
治
郎
右
衛

門
の
作
と
み
て
間
違
い
な
い
。
い
ず
れ
の
像
に
も
製
作
年
代
の
記
載
が
な
い
が
、
玉

龍
院
や
龍
泉
寺
を
手
掛
け
た
同
時
期
の
文
化
、
文
政
年
間
ご
ろ
に
造
像
さ
れ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

　

文
化
、
文
政
年
間
か
ら
天
保
頃
に
か
け
て
の
三
〇
年
近
く
の
期
間
に
、
高
畠
町
の

玉
龍
院
で
は
五
百
羅
漢
像
や
十
六
羅
漢
像
を
含
む
大
事
業
を
手
掛
け
、
米
沢
市
龍
泉

寺
の
十
六
羅
漢
像
、
長
井
市
玉
林
寺
の
祖
師
像
四
体
と
大
権
修
利
菩
薩
像
、
達
磨
大

師
像
を
手
掛
け
た
畑
治
郎
右
衛
門
の
活
躍
ぶ
り
は
注
目
に
値
す
る
。
い
ず
れ
も
山
形

の
置
賜
地
方
の
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
一
方
で
、
美

術
研
究
本
『
本
朝
大
佛
師
正
統
系
図
幷
末
流
』
に
記
さ
れ
た
康
朝
の
も
う
一
人
の
弟

子
で
あ
る
福
知
善
慶
が
、
山
形
県
白
鷹
町
相
応
院
（
真
言
宗
）
の
大
日
如
来
坐
像
を

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
造
像
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
〔
東
北
芸
術
工
科

大
学
文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
五
（
51
頁
）〕。
康
朝
、
畑
治
郎
右
衛
門
、

福
知
善
慶
と
い
う
七
条
仏
所
の
一
門
の
山
形
で
の
活
躍
は
、
七
条
仏
所
の
京
都
に
お

け
る
窮
状
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
元
禄
時
代
以
降
に
西
回
り
航
路
と
最

上
川
舟
運
で
隆
盛
し
た
山
形
の
経
済
的
、
文
化
的
な
発
展
の
証
と
み
る
こ
と
も
で
き

よ
う
。

調
査
対
象
⑤　

金
勝
寺
（
山
形
市
・
曹
洞
宗
）　

十
六
羅
漢
像　

七
条
左
京
三
十
三
世
（
康
敬
）

　

三
十
一
代
康
朝
と
そ
の
弟
子
で
あ
る
畑
治
郎
右
衛
門
は
、
山
形
に
お
け
る
曹
洞
宗

の
宗
門
に
お
い
て
多
数
の
仏
像
を
造
像
し
た
。
一
方
で
、
山
形
市
に
あ
る
曹
洞
宗
寺

院
の
金
勝
寺
に
は
、
三
十
代
康
傳
と
三
十
一
代
康
朝
に
よ
る
造
像
と
伝
え
ら
れ
る

十
六
羅
漢
像
（
写
真
25
）、
二
尊
者
像
（
写
真
26
）
お
よ
び
五
百
羅
漢
像
が
あ
る
。

し
か
し
、筆
者
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
五
百
羅
漢
像
の
本
尊
で
あ
る
釈
迦
如
来
坐
像（
写

真
27
）
の
台
座
に
「
文
政
元
戊
寅
年
／
大
仏
師
法
橋
七
條
左
京
／
正
流
三
十
三
世

作
」（
写
真
11
）
と
記
さ
れ
た
銘
文
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
七
条
左
京

三
十
三
世
の
銘
に
関
し
て
は
、
長
谷
が
先
述
し
た
通
り
、
七
条
仏
師
康
敬
の
こ
と
で

あ
る
と
推
定
さ
れ
、
金
勝
寺
十
六
羅
漢
像
と
五
百
羅
漢
像
は
康
朝
が
受
注
を
受
け
た

の
ち
、
息
子
の
康
敬
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
、
金
勝
寺
に
納
品
さ
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。

　

十
六
羅
漢
像
、
二
尊
者
像
と
五
百
羅
漢
像
の
製
作
年
代
は
、
荷
札
に
納
品
の
年
と

し
て
記
さ
れ
た
申
年
が
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
あ
た
る
た
め
、
天
保
六
年
頃
ま

で
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
五
百
羅
漢
像
は
近
年
の
塗
り
替
え
修
理
に

よ
っ
て
当
初
の
様
相
を
と
ど
め
て
い
な
い
が
、
十
六
羅
漢
像
と
二
尊
者
像
は
製
作
当

初
の
状
態
の
ま
ま
で
現
存
し
て
い
る
。
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❷
京
都
仏
師
か
ら
地
方
仏
師
へ

調
査
対
象
⑥　

常
林
寺
（
寒
河
江
市
・
曹
洞
宗
）　

十
六
羅
漢
像　

像
高
36
㎝　

林
文
作
・
林
治
三
郎　

　

十
六
羅
漢
像
や
五
百
羅
漢
像
の
な
ど
の
大
量
の
造
像
を
立
て
続
け
に
手
掛
け
た

三
十
一
代
康
朝
と
弟
子
の
畑
治
郎
右
衛
門
や
、
三
十
三
代
康
敬
の
七
条
仏
所
の
仏
師

た
ち
は
、
曹
洞
宗
寺
院
を
中
心
に
山
形
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
得
た
と
い
え
る
。
金

勝
寺
に
残
る
荷
札
や
玉
龍
院
の
寺
伝
で
は
、
五
百
羅
漢
像
の
移
送
に
船
を
使
い
、
京

都
で
製
作
し
た
仏
像
を
北
前
船
で
知
ら
れ
る
西
廻
り
航
路
と
酒
田
港
か
ら
内
陸
へ
と

続
く
最
上
川
舟
運
を
利
用
し
て
納
品
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
〔
金
勝
寺
誌
編
集
員

会
編
一
九
六
三
〕。
し
か
し
、
大
量
の
仏
像
を
送
り
つ
け
る
だ
け
で
は
、
仏
像
を
安

置
す
る
位
置
の
設
定
や
、
本
体
、
光
背
、
台
座
に
分
か
れ
た
部
材
を
組
み
上
げ
る
こ

と
に
問
題
が
あ
る
た
め
、
納
品
時
に
製
作
者
自
ら
が
山
形
ま
で
随
行
し
て
き
た
可
能

性
も
あ
ろ
う
。

　

最
上
川
の
中
流
域
に
あ
た
る
左
沢
（
現
在
の
大
江
町
）
は
、
最
上
川
舟
運
の
船
着

場
と
し
て
栄
え
、
ま
た
湯
殿
山
へ
と
続
く
出
羽
三
山
へ
の
参
詣
の
宿
場
と
し
て
も
賑

わ
い
を
み
せ
た
町
で
あ
る
。
そ
の
左
沢
の
原
町
を
拠
点
と
し
て
江
戸
時
代
後
期
ご
ろ

に
活
躍
し
た
地
方
仏
師
が
お
り
、
そ
の
名
を
林
家
仏
師
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
林
家
仏

師
は
、
初
代
治
作
か
ら
二
代
目
文
作
、
三
代
目
治
三
郎
、
四
代
目
治
郎
兵
衛
と
親
子

四
代
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
、
山
形
を
中
心
に
活
躍
し
た
。

　

林
家
の
子
孫
宅
に
は
高
さ
一
〇
㎝
ほ
ど
の
木
製
の
仏
頭
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の

首
部
と
背
面
に
は
「
七
條
庵
／
七
條
左
京
／
藤
原
康
傳
／
寫
之
」、「
七
條
左
京
藤
原

慶
㝡
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
〔
東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
一
五
：
五
二
頁
〕。「
七
條
左
京
」
に
つ
い
て
は
度
々
本
稿
で
ふ
れ
た
と
お
り
、

京
都
七
条
仏
師
の
棟
梁
家
の
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、「
康
傳
」
を
名
乗
る
仏

師
は
七
条
仏
所
に
二
十
七
代
康
傳
、
二
十
八
代
康
傳
、
三
十
代
康
傳
の
三
名
が
存
在

し
た
。
前
述
の
と
お
り
、
二
十
七
代
康
傳
、
二
十
八
代
康
傳
の
代
の
時
は
七
条
左
京

家
が
分
立
し
た
時
期
に
あ
た
り
、
七
条
左
京
家
の
正
流
が
七
条
西
仏
所
の
康
慶
ら
の

系
統
に
移
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
た
め
、
二
十
七
代
康
傳
、
二
十
八
代
康
傳
は
、
そ

の
当
時
七
条
左
京
を
名
乗
れ
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
七
条

左
京
を
名
乗
れ
た
康
傳
は
、
三
十
代
康
傳
し
か
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
林
家
に
あ
る

仏
頭
は
、
そ
の
記
述
内
容
か
ら
み
て
、
林
家
の
何
者
か
が
康
傳
の
彫
っ
た
仏
像
を
写

し
て
彫
り
上
げ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
そ
れ
を
も
っ
て
七
条
左
京
家
に
師
事
し
た
証

拠
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
七
三
三
年
か
ら
一
七
九
三
年
ま
で

の
生
没
年
が
確
認
さ
れ
て
い
る
三
十
代
康
傳
と
同
時
代
に
活
動
し
て
い
た
林
家
仏
師

は
、
一
七
六
四
年
か
ら
一
八
二
四
年
頃
ま
で
の
生
没
年
が
確
認
さ
れ
る
治
作
だ
け
で

あ
る
た
め
、
林
家
初
代
治
作
が
七
条
左
京
三
十
代
康
傳
に
師
事
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
三
十
代
康
傳
と
治
作
が
ど
の
よ
う
に
関
係
を
つ
な
い
だ
の
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
七
条
仏
師
が
納
品
や
製
作
な
ど
の
関
係
で
山
形
に
訪
れ
た
際
に
知
り
合
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

林
治
作
は
左
沢
の
曹
洞
宗
の
巨
刹
で
あ
る
巨こ

か
い
い
ん

海
院
の
住
職
で
あ
っ
た
活
全
と
親
交

が
深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
巨
海
院
に
は
治
作
が
造
像
し
た
活
全
像
や

十
六
羅
漢
像
（「
文
化
五
年
／
原
町
仏
師
治
作
」
の
銘
）
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

他
に
も
治
作
は
自
身
の
菩
提
寺
で
あ
る
大
江
町
善
明
院
に
写
実
的
な
造
形
で
仕
上
げ

た
興
教
大
師
像
を
造
像
し
、
寒さ

が

え
河
江
市
慈
恩
寺
の
天
台
大
師
堂
の
役
行
者
像
な
ど
を

手
掛
け
て
い
る
。
七
条
仏
師
に
師
事
し
た
治
作
の
作
風
は
、
同
時
代
の
山
形
の
地
方

仏
師
と
は
一
線
を
画
し
た
京
都
風
の
造
形
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
技
法
構
造
的
に
は

独
特
で
、
京
都
の
仏
師
が
ヒ
ノ
キ
に
よ
る
寄
木
造
り
で
造
像
し
て
い
た
時
代
に
、
広

葉
樹
を
使
っ
た
一
木
造
り
を
用
い
て
い
る
。
ヒ
ノ
キ
が
自
生
し
な
い
東
北
に
お
け
る

仏
師
の
地
方
性
の
表
れ
で
あ
ろ
う
か
。

　

林
治
作
の
息
子
で
あ
る
文
作
（
一
八
〇
二
～
一
八
六
八
）
は
、
父
治
作
に
劣
ら
な

い
技
量
を
持
つ
仏
師
へ
と
成
長
し
、
二
二
歳
の
文
政
七
年
の
時
に
は
寒
河
江
市
の
曹

洞
宗
寺
院
永
源
寺
の
韋
駄
天
立
像
を
製
作
し
た
。
さ
ら
に
三
五
歳
の
時
に
は
京
都
風
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の
端
正
な
顔
つ
き
を
表
す
大
江
町
黒
森
大
日
堂
の
弘
法
大
師
坐
像
な
ど
を
手
掛
け
、

林
家
二
代
目
と
し
て
父
治
作
の
京
都
風
の
作
風
を
踏
襲
し
な
が
ら
活
躍
し
た
こ
と
が

現
存
作
例
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

寒
河
江
市
の
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
常
林
寺
に
は
、
寺
伝
で
は
林
家
二
代
目
文
作
と

林
家
三
代
目
治
三
郎
の
作
と
伝
来
さ
れ
る
十
六
羅
漢
像
（
写
真
28
）
が
あ
る
。
本
像

の
調
査
の
結
果
、
十
六
羅
漢
像
の
台
座
裏
に
「
左
澤
原
町
七
條
庵
大
仏
師
作
之
／
嘉

永
元
申
極
月
吉
日
」
の
銘
文
と
、「
嘉
永
二
年
酉
三
月
大
吉
日
／
左
澤
原
町
大
仏
師

拵
之
」
の
銘
文
（
写
真
29
）
が
確
認
さ
れ
た
。「
左
沢
原
町
大
仏
師
」
の
銘
は
、
林

家
仏
師
の
こ
と
を
指
し
、「
七
条
庵
」
の
銘
は
、
七
条
左
京
康
傳
に
師
事
し
て
そ
の

門
下
に
入
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
本
像
は
嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）

か
ら
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
か
け
て
製
作
さ
れ
た
が
、
初
代
治
作
は
一
八
二
四

年
に
は
没
し
て
い
る
た
め
、
製
作
者
は
文
作
以
降
で
間
違
い
な
い
。
よ
っ
て
、
寺
伝

通
り
の
文
作
が
造
像
し
、
息
子
の
治
三
郎
が
手
伝
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
文
作

は
大
江
町
西
林
寺
の
観
音
菩
薩
立
像
に
も
「
京
都
七
條
左
京
門
人
／
羽
前
国
村
山
郡

／
左
澤
原
町
／
仏
師
職
／
文
作
坂
」
と
記
し
て
お
り
〔
東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保

存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
五
：
三
九
頁
〕、
七
条
仏
所
の
門
人
で
あ
る
こ
と
を
誇

示
し
て
い
る
。
常
林
寺
十
六
羅
漢
像
に
記
し
た
「
七
条
庵
」
の
銘
も
ま
た
、
文
作
が

父
治
作
の
功
績
を
継
承
し
、
仏
像
に
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
常
林
寺
十
六
羅
漢
像

は
、
近
年
の
修
理
に
よ
っ
て
表
面
に
ニ
ス
の
よ
う
な
も
の
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
彩
色
は
製
作
当
初
の
極
彩
色
を
と
ど
め
て
い
る
。

調
査
対
象
⑦　

旧
玄
海
参
籠
所
（
西
川
町
）　

不
動
明
王
三
尊
像　

像
高
43
㎝　

林
文
作

　

常
林
寺
十
六
羅
漢
を
手
掛
け
た
林
家
二
代
目
文
作
は
、
出
羽
三
山
の
山
中
に
あ
る

玄
海
参さ

ん
篭ろ

所
う
し
ょ

に
木
造
の
不
動
明
王
三
尊
像
（
写
真
30
）
を
造
像
し
た
。
三
尊
を
載
せ

る
台
座
裏
に
は
、「
左
澤
／
佛
師
職
／
文
作
／
文
久
二
壬
戌
九
月
日
」（
文
久
二
年
＝

一
八
六
二
年
）（
写
真
31
）
の
墨
書
銘
が
あ
り
、
文
作
が
六
〇
歳
の
時
に
造
像
し
た

像
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
玄
海
参
篭
所
は
雪
に
よ
り
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）

頃
に
倒
壊
し
た
が
、
不
動
明
王
三
尊
像
は
近
隣
の
志
津
地
区
の
有
志
ら
に
よ
っ
て
救

出
さ
れ
、
志
津
地
区
の
山
神
神
社
に
仮
安
置
さ
れ
た
。

　

林
文
作
の
最
晩
年
の
作
で
あ
る
不
動
明
王
三
尊
像
は
、
円
熟
し
た
彫
技
を
感
じ
さ

せ
、
均
整
の
取
れ
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
は
京
都
風
の
造
形
感
を
感
じ
る
。
技
法
構

造
は
父
治
作
と
同
様
の
広
葉
樹
を
用
い
た
一
木
造
り
で
あ
る
が
、
地
方
仏
師
の
作
と

し
て
は
優
作
で
あ
る
と
い
え
る
。

❸
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
の
変
遷

調
査
対
象
⑧　

個
人
宅
（
西
川
町
）

不
動
明
王
立
像　

像
高
50
㎝　

新
海
宗
松
（
宗
慶
）

　

七
条
仏
師
三
十
代
康
傳
に
師
事
し
仏
師
業
を
始
め
た
林
治
作
は
、
そ
の
技
法
を
息

子
の
文
作
へ
と
引
き
継
ぎ
、
地
元
の
大
江
町
か
ら
出
羽
三
山
信
仰
に
関
す
る
信
仰
場

へ
と
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
っ
た
。
文
作
の
息
子
で
あ
る
治
三
郎
（
一
八
二
七
～

一
八
六
六
）
も
仏
師
業
を
営
む
が
、
三
九
歳
の
若
さ
で
早
世
し
て
し
ま
う
。
し
か
し

治
三
郎
の
息
子
の
治
郎
兵
衛
（
一
八
四
九
～
一
九
二
〇
）
は
、
四
代
目
林
家
仏
師
と

し
て
成
長
し
、
祖
父
の
文
作
と
と
も
に
仏
像
業
を
営
ん
だ
。

　

治
郎
兵
衛
が
成
人
し
た
頃
は
ま
さ
に
明
治
維
新
が
起
き
た
頃
で
あ
り
、
神
仏
判
然

令
の
影
響
も
あ
っ
て
仏
師
業
で
生
計
を
立
て
て
い
く
に
は
厳
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
父
治
三
郎
を
亡
く
し
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に

祖
父
文
作
を
亡
く
し
た
治
郎
兵
衛
は
、
大
黒
天
像
や
布
袋
像
な
ど
の
縁
起
物
の
彫

刻
を
手
が
け
て
近
隣
の
裕
福
な
家
に
売
っ
た
り
、
古
仏
の
修
理
を
行
っ
た
り
す
る
な

ど
し
て
一
家
の
生
計
を
立
て
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
〔
大
江
町
教
育
委
員
会
編

一
九
八
七
、一
九
八
八
、一
九
八
九
〕。

　

神
仏
分
離
の
影
響
が
落
ち
着
い
た
明
治
十
年
頃
か
ら
、
次
第
に
廃
仏
毀
釈
に
よ

る
打
撃
か
ら
の
仏
教
再
興
と
も
言
え
る
よ
う
な
民
間
信
仰
の
盛
り
上
が
り
が
起
き
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る
。
山
形
に
お
い
て
も
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
は
最
上
三
十
三
観
音
霊

場
と
重
ね
る
よ
う
に
新
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
が
制
定
さ
れ
、
ま
た
明
治
二
五
年

（
一
八
九
二
）
に
も
大
江
町
か
ら
隣
県
の
西
川
町
の
地
域
に
新
四
国
八
十
八
箇
所
霊

場
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
二
つ
の
新
四
国
八
十
八
箇
所
の
霊
場
と
な
っ
た
寺
院

に
は
、
弘
法
大
師
像
と
ご
詠
歌
を
記
し
た
額
が
安
置
さ
れ
、
そ
の
多
数
の
弘
法
大
師

像
の
製
作
を
林
治
郎
兵
衛
が
一
手
に
担
い
、
一
八
年
版
と
二
五
年
版
の
そ
れ
ぞ
れ
に

同
型
の
弘
法
大
師
像
を
造
像
し
た
。
ま
た
治
郎
兵
衛
は
、
一
二
九
㎝
近
く
の
毘
沙
門

天
像
や
如
来
坐
像
の
大
仏
な
ど
の
大
型
の
造
像
も
手
掛
け
た
。
こ
の
大
正
五
年
に
治

郎
兵
衛
が
手
掛
け
た
如
来
坐
像
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
と
渡
っ
た
と
伝
わ
り
、
そ
の
功
績

か
ら
当
時
の
新
聞
で
は
名
工
と
謳
わ
れ
た
。
一
方
で
治
郎
兵
衛
は
、
明
治
後
半
か
ら

大
正
期
に
な
る
と
近
代
的
と
も
い
え
る
木
彫
仏
像
を
多
く
手
掛
け
た
。

　

も
う
一
人
、
林
治
郎
兵
衛
が
活
躍
し
た
同
時
代
に
、
山
形
市
を
拠
点
に
し
て
活

躍
し
た
仏
師
が
い
た
。
表
具
業
を
本
業
と
し
な
が
ら
華
郷
と
い
う
号
を
持
っ
た

絵
師
で
も
あ
っ
た
黒
木
惣
介
の
三
男
と
し
て
、
山
形
市
八
日
町
に
生
ま
れ
た
宗
松

（
一
八
四
六
～
一
八
九
九
）は
、若
い
時
か
ら
仏
像
製
作
を
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る〔
新

海
一
九
八
一
：
一
〇
頁
〕。
宗
松
が
誰
に
い
つ
学
ん
だ
の
か
は
文
献
な
ど
で
は
明
ら
か

に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
宗
松
は
林
家
四
代
目
の
治
郎
兵
衛
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た

と
伝
わ
っ
て
い
る
〔
田
中
二
〇
〇
二
：
八
六
～
八
八
頁
〕。
し
か
し
宗
松
の
年
齢
と
林

家
仏
師
一
族
の
各
代
の
年
齢
を
比
較
し
て
み
る
と
、
治
郎
兵
衛
は
宗
松
よ
り
も
三
歳

年
下
で
あ
る
。
明
治
の
幕
開
け
に
父
と
祖
父
を
亡
く
し
、
一
人
で
一
家
を
支
え
て
い

た
治
郎
兵
衛
は
、
祖
父
や
父
の
功
績
を
担
い
な
が
ら
既
に
一
人
前
の
仏
師
と
し
て
活

動
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
宗
松
が
二
〇
歳
に
な
る
ま
で
は
林
家
二
代
目
の
文
作

も
存
命
で
あ
り
、
宗
松
が
若
い
と
き
に
修
行
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
文
作
に

仏
像
製
作
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。　
　

　

宗
松
の
最
初
期
の
作
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
仏
像
は
、
出
羽
三
山
信
仰
の
一
拠

点
で
あ
っ
た
西
川
町
岩
根
沢
日
月
寺
の
宿
坊
に
伝
わ
る
不
動
明
王
立
像
（
写
真
32
）

で
あ
る
。
立
体
的
な
光
背
を
背
負
い
、
均
整
の
取
れ
た
造
形
を
落
ち
着
い
た
彩
色
で

仕
上
げ
て
い
る
。
台
座
裏
に
記
さ
れ
た
銘
文
に
は
、「
慶
応
二
丙
寅
年
／
六
月
三
日

／
山
形
十
日
町
／
仏
師
職
／
田
丸
宗
松
作
」（
慶
応
二
年
＝
一
八
六
六
年
）（
写
真

33
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
や
や
人
形
的
な
造
形
感
を
見
せ
る
不
動
明
王
像
は
、
の
ち

の
新
海
宗
松
の
作
風
と
も
一
致
す
る
た
め
、
姓
を
田
丸
と
名
乗
っ
て
い
る
も
の
の
新

海
宗
松
の
作
と
見
て
間
違
い
な
い
。
な
ぜ
田
丸
姓
を
名
乗
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
宗
松
が
の
ち
に
仏
像
製
作
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
山
形
市
十
日
町
の
星
野
家

に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
仏
壇
仏
具
の
製
作
業
の
組
合
の
中
に
、
田
丸
と
い
う
木
地
を

担
当
し
た
家
系
が
あ
る
た
め
〔
山
形
市
史
編
集
委
員
会
編
一
九
八
〇
：
一
五
、一
六
頁
〕、

二
〇
歳
の
黒
木
宗
松
が
田
丸
家
に
組
み
し
て
仕
事
を
受
け
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ

う
。
し
か
し
宗
松
の
製
作
し
た
仏
像
に
は
、
京
都
風
の
造
形
性
や
一
木
造
り
で
仕
上

げ
る
構
造
技
法
が
確
認
さ
れ
、
林
家
仏
師
か
ら
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

林
家
仏
師
に
師
事
し
、
田
丸
姓
を
名
乗
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
宗
松
は
、
不
動
明
王

像
を
造
像
し
た
翌
年
の
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
、
山
形
市
十
日
町
で
仏
壇
業
を

営
ん
で
い
た
新
海
岩
吉
の
長
女
サ
ダ
と
結
婚
し
、
婿
養
子
と
な
っ
て
新
海
姓
を
継
い

だ
後
、
本
格
的
に
仏
師
業
を
営
み
始
め
る
こ
と
と
な
る
。

　
調
査
対
象
⑨　

慈
眼
寺
（
河
北
町
・
曹
洞
宗
）

十
六
羅
漢
像　

新
海
宗
松
（
宗
慶
）

　

新
海
家
に
婿
入
り
し
た
宗
松
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
河
北
町
慈じ

げ
ん
じ

眼
寺
の

十
六
羅
漢
像（
写
真
34
）を
造
像
し
て
い
る
。
し
か
し
慈
眼
寺
十
六
羅
漢
像
に
は
、「
新

海
宗
松
」
と
記
し
た
「
明
治
二
年
」
の
墨
書
銘
（
写
真
35
）
と
と
も
に
、「
明
治
七
年
」

（
一
八
七
四
）
と
記
し
た
墨
書
銘
（
写
真
36
）
が
あ
り
、そ
の
墨
書
に
は
「
新
海
宗
慶
」

と
い
う
異
な
る
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
通
常
、
十
六
羅
漢
の
造
像
に
五
年
間
も
要

す
る
こ
と
は
な
く
、何
か
別
の
理
由
が
あ
っ
て
製
作
が
一
時
中
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
二
年
か
ら
明
治
七
年
頃
は
山
形
県
に
お
い
て
神
仏
判
然
令
に
よ
る
混
乱
が
最
も

激
し
か
っ
た
時
期
で
あ
る
た
め
、
そ
の
影
響
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
五

年
間
の
間
に
、
な
ぜ
新
海
宗
松
の
名
乗
り
名
が
「
宗
慶
」
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
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か
。
先
述
し
た
通
り
、
新
海
宗
松
は
若
い
こ
ろ
に
仏
師
の
修
行
を
し
て
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
結
婚
前
の
田
丸
宗
松
の
銘
に
あ
る
よ
う
に
、
田
丸
家
で
修
業
し
た
と

み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
仏
像
製
作
の
技
術
は
、
伝
来
通
り
林
家
仏
師
に
習
っ
た
と

見
た
方
が
良
い
で
あ
ろ
う
。

　

宗
松
の
名
乗
り
名
の
変
更
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
慈
眼
寺
十
六
羅
漢

像
の
台
座
裏
に
落
書
き
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
興
味
深
い
墨
書
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
大

仏
師
、大
仏
師
・・
／
七
條
左
京
」（
写
真
37
）
と
殴
り
書
き
さ
れ
て
い
る
墨
書
で
あ
る
。

墨
書
に
あ
る
「
七
條
左
京
」
は
七
条
仏
所
の
棟
梁
の
家
系
で
あ
り
、
七
條
左
京
家
以

外
に
名
乗
る
こ
と
は
で
き
な
い
名
で
あ
る
。
新
海
が
自
ら
の
製
作
像
に「
七
條
左
京
」

と
記
し
た
の
は
、
七
條
左
京
に
師
事
し
、
代
々
「
慶
最
（
慶
冣
）」
を
名
乗
っ
た
林

家
仏
師
に
、
新
海
宗
松
が
師
事
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
宗
松
が
林
家
に
師
事
し
た
時
期
が
明
治
二
年
か
ら
明
治
七
年
の
間

で
あ
り
、
七
條
左
京
家
か
ら
林
家
が
賜
っ
た
「
慶
」
の
字
を
宗
松
に
も
与
え
、
宗
慶

と
名
乗
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
ま
た
近
年
の
調
査
で
、
飯
豊
町
密
蔵
院

の
弘
法
大
師
坐
像
の
台
座
上
面
に
「
明
治
四
辛
未
十
月
吉
日
／
弘
法
大
師
六
十
一
歳

像
／
大
師
佛
／
新
海
宗
慶
光
明
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
新
海
が
明

治
四
年
に
は
宗
慶
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
新
海
が

林
家
に
修
行
に
出
た
の
は
明
治
二
年
か
ら
明
治
三
年
の
間
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
こ
の
時
期
に
は
林
家
二
代
目
の
文
作
と
三
代
目
治
三
郎
は
既
に
他
界
し
て
お

り
、
師
事
し
た
相
手
は
三
歳
年
下
の
治
郎
兵
衛
と
な
る
。
つ
ま
り
宗
松
は
、
結
婚
前

の
二
〇
歳
以
前
に
林
文
作
に
師
事
し
、
新
海
姓
を
継
い
だ
明
治
二
、三
年
に
再
び
林

家
の
治
郎
兵
衛
に
師
事
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
新
海
姓
を
継
ぎ
、
本
格
的
に
仏

師
業
を
始
め
た
直
後
に
明
治
維
新
に
よ
る
混
乱
期
を
迎
え
た
宗
松
は
、
林
家
仏
師
四

代
目
の
治
郎
兵
衛
に
師
事
し
て
京
都
の
一
流
仏
所
で
あ
る
七
條
左
京
家
の
末
流
に
入

る
こ
と
で
、
仏
像
製
作
の
仕
事
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

調
査
対
象
⑩　

塩
田
行
屋
（
白
鷹
町
）

御
沢
仏
像　

像
高
約
50
㎝　

新
海
宗
慶

　

西
置
賜
地
方
に
位
置
す
る
飯
豊
町
、
長
井
市
、
白
鷹
町
は
、
室
町
時
代
後
期
に
長

井
市
か
ら
白
鷹
町
を
抜
け
て
西
川
町
大
井
沢
の
大
日
寺
へ
と
至
る
参
詣
路
を
開
い
た

道
智
上
人
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
出
羽
三
山
信
仰
を
通
じ
た
文
化
的
な
つ
な
が
り

が
深
い
地
域
で
あ
る
。
山
形
に
お
け
る
神
仏
分
離
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に

出
さ
れ
た
修
験
道
廃
止
に
よ
る
影
響
は
甚
大
で
、
特
に
神
仏
混
淆
の
修
験
道
の
霊
場

で
あ
っ
た
出
羽
三
山
信
仰
の
天
台
宗
系
の
羽
黒
、
月
山
の
各
拠
点
で
は
、
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
ご
ろ
か
ら
神
仏
分
離
の
動
き
が
進
み
、
さ
ら
に
明
治
七
年
に
急
進
的

な
神
道
国
家
主
義
者
で
あ
っ
た
西
川
須
賀
雄
が
宮
司
と
し
て
赴
任
す
る
と
、
寺
院
は

軒
並
み
神
社
に
改
変
さ
れ
、
多
く
の
仏
像
が
廃
仏
毀
釈
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
〔
戸
川

一
九
七
三
〕。
真
言
宗
系
の
湯
殿
山
信
仰
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
四
か
所
の
寺
院
で
も
、

内
陸
の
村
山
側
に
位
置
す
る
本
道
寺
と
大
井
沢
の
大
日
寺
が
湯
殿
山
神
社
へ
と
改
変

さ
れ
、
庄
内
側
の
大
日
坊
と
注
連
寺
は
寺
院
と
し
て
の
信
仰
を
守
っ
た
も
の
の
、
そ

の
代
わ
り
に
湯
殿
山
へ
の
祭
祀
権
を
失
い
、
三
山
は
い
ず
れ
も
神
山
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
山
形
に
お
け
る
神
仏
分
離
の
影
響
は
他
県
よ
り
も
や
や

遅
く
、
西
川
須
賀
雄
が
山
形
を
去
る
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
以
降
に
よ
う
や
く
終

息
に
向
か
っ
た
。

　

神
仏
分
離
に
よ
っ
て
湯
殿
山
へ
の
祭
祀
権
を
失
っ
た
大
日
坊
で
修
業
し
た
明
寿
海

上
人
は
、
明
治
十
年
代
頃
に
白
鷹
町
に
行
屋
を
設
け
た
。
行
屋
を
開
く
と
き
に
明
寿

海
上
人
を
助
け
た
の
は
、
長
井
市
か
ら
白
鷹
町
十
王
に
隠
居
し
た
渋
谷
家
で
あ
り
、

明
治
九
年（
一
八
七
六
）に
は
地
蔵
菩
薩
立
像（
写
真
38
）を
、明
治
十
年（
一
八
七
七
）

に
は
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
（
写
真
39
）
を
新
海
宗
慶
に
造
像
さ
せ
て
い
る
。
行
屋

は
渋
谷
家
の
裏
山
の
敷
地
に
開
か
れ
、
本
堂
、
庫
裏
、
土
蔵
、
大
日
堂
が
建
立
さ
れ

て
塩
田
行
屋
と
呼
ば
れ
た
。
本
堂
に
は
湯
殿
山
信
仰
の
重
要
な
修
行
で
あ
る
御
沢
駆

け
行
に
関
係
す
る
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
御
沢
駆
け
行
は
、
湯
殿
山
の
お
湯
が

噴
き
出
る
独
特
な
巨
石
の
ご
神
体
か
ら
流
れ
る
沢
を
上
り
、
そ
の
行
程
に
あ
る
巨
岩
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や
洞
窟
、
滝
な
ど
の
自
然
物
を
巡
り
な
が
ら
ご
神
体
を
参
詣
す
る
湯
殿
山
信
仰
に
お

い
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
行
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
自
然
物
そ
れ
ぞ
れ
に
仏
を
見
立
て

て
御
沢
仏
と
呼
び
、
湯
殿
山
法
楽
を
唱
え
な
が
ら
ご
神
体
ま
で
を
参
拝
す
る
。
塩
田

行
屋
の
本
堂
の
須
弥
壇
に
は
、
木
彫
彩
色
で
仕
上
げ
た
御
沢
仏
（
如
意
輪
観
音
菩
薩

像
を
含
む
）
が
二
八
体
（
写
真
40
、 

41
）
並
び
、
御
沢
仏
を
参
る
こ
と
で
湯
殿
山
参

詣
を
し
た
こ
と
と
同
じ
功
徳
を
受
け
る
も
の
と
し
て
祀
ら
れ
た
。
新
海
宗
慶
は
そ
の

御
沢
仏
像
の
す
べ
て
を
手
掛
け
て
お
り
、
御
沢
仏
像
の
一
体
の
台
座
に
「
明
治
十
二

年
／
（
中
略
）
／
新
海
宗
慶
」（
写
真
42
）
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
沢
仏
群

像
二
八
体
の
造
像
は
明
治
一
二
年
頃
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
新
海
宗
慶
が
手
掛
け

た
御
沢
仏
像
の
中
に
は
、
数
体
作
風
が
異
な
る
仏
像
が
混
じ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

特
徴
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
宗
慶
の
息
子
で
あ
る
竹
太
郎
が
少
年
期
に
彫
刻
し
た
仏

像
の
特
徴
と
一
致
し
た
こ
と
で
、
竹
太
郎
が
父
宗
慶
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
と
推

定
し
た
。
息
子
の
竹
太
郎
は
、
後
に
近
代
日
本
彫
刻
界
の
大
家
と
し
て
名
を
な
す
新

海
竹
太
郎
そ
の
人
で
あ
り
、
御
沢
仏
の
造
像
の
手
伝
い
は
竹
太
郎
が
数
え
一
二
歳
の

時
に
あ
た
る
。
ま
た
、
明
治
十
年
の
銘
が
あ
る
宗
慶
作
の
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
の
台

座
に
も
、「
新
海
竹
太
郎
」
と
記
し
た
墨
書
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
数
え
一
〇
歳
の

時
に
は
仏
像
製
作
の
手
伝
い
を
始
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
〔
岡
田
・
宮

本
二
〇
一
二
：
七
頁
〕。

　

湯
殿
山
信
仰
に
関
す
る
御
沢
仏
は
、
自
然
物
を
見
立
て
た
だ
け
に
特
異
な
仏
像
名

を
冠
し
た
像
が
多
い
が
、
湯
殿
山
の
ご
神
体
を
修
験
者
の
形
状
を
表
し
た
御
秘
密
八

幡
金
剛
童
子
（
写
真
40
）
な
ど
の
特
殊
な
像
を
除
き
、
形
状
は
通
例
の
仏
像
の
形
態

に
な
ら
っ
て
い
る
。
多
彩
な
色
を
駆
使
し
て
彩
色
さ
れ
た
御
沢
仏
は
、
新
海
宗
慶
が

手
掛
け
た
大
規
模
な
造
像
で
あ
る
と
と
も
に
、
息
子
の
竹
太
郎
が
幼
少
期
に
手
伝
い

を
し
た
こ
と
も
含
め
、
極
め
て
興
味
深
い
群
像
で
あ
る
。

調
査
対
象
⑪　

法
来
寺
（
山
形
市
・
曹
洞
宗
）

十
大
弟
子
像　

像
高
約
63
㎝　

新
海
宗
慶

　

神
仏
分
離
の
影
響
が
色
濃
い
明
治
初
頭
、
仏
師
に
な
り
た
て
の
新
海
宗
慶
は
、
生

き
残
り
を
か
け
て
林
家
に
弟
子
入
り
し
て
七
条
仏
所
の
孫
弟
子
に
な
る
こ
と
で
箔
を

つ
け
、
山
形
市
の
星
野
家
仏
壇
組
合
に
組
み
入
る
こ
と
で
仕
事
を
得
て
い
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
神
仏
分
離
の
影
響
が
薄
ら
ぎ
、
破
壊
さ
れ
た
仏
像
の
再
興

や
新
造
の
需
要
が
高
ま
り
だ
し
た
明
治
一
〇
年
頃
、
宗
慶
は
塩
田
行
屋
の
開
山
に
際

す
る
依
頼
を
一
手
に
引
き
受
け
、
三
〇
体
近
く
の
仏
像
を
造
像
し
て
い
る
。
そ
の
造

像
は
、
神
仏
分
離
、
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
出
羽
三
山
信
仰
の

復
興
の
動
向
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

塩
田
行
屋
の
大
事
業
を
終
え
た
宗
慶
は
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
山
形
市

法
来
寺
に
十
大
弟
子
像
（
写
真
43
）
を
造
像
し
て
い
る
。
そ
の
彫
刻
は
塩
田
行
屋
の

時
よ
り
も
進
歩
し
、
や
や
人
形
的
な
癖
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
京
都
風
と
も
い
え

る
均
整
の
取
れ
た
仏
像
を
仕
立
て
て
い
る
。
こ
の
十
大
弟
子
像
は
、
新
海
宗
慶
と
と

も
に
息
子
の
竹
太
郎
が
造
像
の
手
伝
い
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
通

り
、
息
子
で
あ
る
新
海
竹
太
郎
は
、
の
ち
に
彫
刻
家
と
し
て
大
成
し
、
帝
国
審
査
員

を
務
め
た
ほ
ど
の
日
本
近
代
を
代
表
す
る
彫
刻
家
で
あ
る
。
竹
太
郎
本
人
は
否
定
的

で
は
あ
っ
た
が
、
竹
太
郎
の
彫
刻
の
基
礎
は
こ
の
少
年
か
ら
青
年
期
の
父
宗
慶
の
仏

像
製
作
の
手
伝
い
に
よ
っ
て
培
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
竹
太
郎
は
、
林
家
仏
師

四
代
目
の
治
郎
兵
衛
の
も
と
で
一
年
間
ほ
ど
修
行
を
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

修
行
に
出
た
の
は
数
え
で
一
三
～
一
五
歳
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
、
小
学
校
を
卒
業
し
て

す
ぐ
の
時
期
で
あ
ろ
う
。
林
家
の
近
県
の
松
田
家
に
寄
宿
し
た
竹
太
郎
は
、
治
郎
兵

衛
か
ら
仏
像
製
作
を
学
び
、
松
田
家
に
修
行
納
め
の
お
礼
に
彫
っ
た
大
日
如
来
像
を

残
し
て
い
る
。
ま
た
山
形
市
の
伝
昌
寺
に
は
、
治
郎
兵
衛
が
製
作
し
た
聖
観
音
菩
薩

坐
像
と
と
も
に
、
竹
太
郎
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
如
来
形
坐
像
が
伝

来
し
て
い
る
〔
岡
田
・
宮
本
二
〇
一
三
〕。

　

幼
少
期
か
ら
父
宗
慶
の
仏
像
製
作
を
手
伝
い
、
一
三
～
一
五
歳
頃
に
林
治
郎
兵
衛
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に
仏
像
製
作
を
学
ん
だ
竹
太
郎
は
、
父
宗
慶
か
ら
「
タ
ケ
の
研
い
だ
刃
物
は
切
れ
味

が
違
う
」
と
い
わ
し
め
る
ほ
ど
に
上
達
し
、
法
来
寺
十
大
弟
子
を
製
作
し
た
頃
に
は

父
を
凌
ぐ
力
量
を
持
っ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
端
正
に
彫
り
上
げ
た
立
像
に

煌
び
や
か
な
彩
色
を
施
し
た
法
来
寺
十
大
弟
子
像
は
、
新
海
宗
慶
、
竹
太
郎
親
子
の

合
作
と
し
て
、
美
術
史
的
に
も
重
要
な
像
で
あ
る
と
い
え
る
。

調
査
対
象
⑫　

玉
林
寺
（
長
井
市
・
曹
洞
宗
）

天
室
正
運
坐
像　

像
高
66
㎝　

新
海
宗
慶

　

新
海
宗
慶
と
な
っ
た
新
海
は
、
そ
の
後
も
精
力
的
に
造
像
活
動
を
続
け
て
い
く
。

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
に
は
、
先
に
紹
介
し
た
七
条
仏
所
三
十
一
代
康
朝
の
弟

子
で
あ
る
畑
治
郎
右
衛
門
が
手
掛
け
た
大
権
修
利
菩
薩
像
や
祖
師
像
が
安
置
さ
れ
る

長
井
市
玉
林
寺
に
お
い
て
、
玉
林
寺
の
開
山
僧
で
あ
る
當
寺
開
山
天
室
正
運
老
和
尚

大
禅
師
像
（
写
真
44
）
を
造
像
し
て
い
る
。
台
座
の
銘
文
に
は
「
明
治
廿
七
年
旧
二

月
吉
日
／
山
形
市
十
日
町
／
大
佛
師　

新
海
宗
慶
／
作
謹
」（
写
真
45
）
と
記
さ
れ

て
お
り
、
頭
部
は
祖
師
像
な
ら
で
は
の
写
実
的
な
人
物
描
写
で
表
現
し
て
い
る
。
奥

行
が
な
く
平
坦
な
体
幹
部
の
表
現
は
他
の
宗
慶
作
の
仏
像
と
も
共
通
し
、
紫
色
の
衣

を
羽
織
る
彩
色
表
現
に
は
近
代
的
な
様
相
を
見
せ
て
い
る
。
宗
慶
が
手
掛
け
た
天
室

禅
師
像
は
、
開
山
僧
の
像
と
し
て
玉
林
寺
位
牌
堂
に
並
ぶ
五
体
の
祖
師
像
の
中
央
に

配
さ
れ
て
い
る
。
左
右
に
二
体
ず
つ
並
ぶ
祖
師
像
は
、
先
述
し
た
畑
治
郎
右
衛
門
作

の
祖
師
像
で
あ
る
。
宗
慶
は
師
匠
筋
で
あ
る
畑
治
郎
右
衛
門
の
造
像
し
た
仏
像
を
こ

の
時
に
見
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
に
新
海
宗
慶
は
亡
く
な
る
が
、
最
晩
年
の
こ
の
年
に

も
、
再
び
塩
田
行
屋
に
お
い
て
大
型
の
厨
子
に
納
め
た
四
国
八
十
八
箇
所
の
各
本
尊

の
小
像
を
製
作
し
て
い
る
（
写
真
46
）。
息
子
の
竹
太
郎
が
一
九
歳
で
上
京
し
た
の

ち
、
竹
太
郎
の
妹
タ
ケ
の
も
と
に
婿
入
り
し
た
義
蔵
が
仏
師
職
を
継
ぐ
こ
と
と
な
る

が
、
こ
の
最
晩
年
の
作
は
義
蔵
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
義
蔵
と
タ
ケ

の
間
に
生
ま
れ
た
子
は
竹
蔵
と
名
付
け
ら
れ
、
成
人
し
た
の
ち
に
叔
父
に
あ
た
る
竹

太
郎
の
下
で
彫
刻
を
習
い
、
彫
刻
家
と
し
て
活
躍
す
る
。
七
条
仏
師
か
ら
林
家
、
新

海
家
へ
と
受
け
継
が
れ
た
仏
像
製
作
の
流
れ
は
、
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
激
動

の
時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、彫
刻
家
新
海
竹
太
郎
の
根
底
へ
と
流
れ
こ
み
、

そ
し
て
甥
の
新
海
竹
蔵
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

調
査
対
象
⑬　

瑞
龍
院
（
白
鷹
町
・
曹
洞
宗
）

十
六
善
神
像
お
よ
び
諸
尊
者
像　

像
高
約
38
㎝　

乾
清
太
郎

　

軍
人
を
志
し
一
九
歳
で
東
京
へ
と
出
た
竹
太
郎
は
、
手
遊
び
で
彫
っ
た
馬
の
彫

像
が
近
衛
騎
兵
大
隊
の
隊
内
で
評
判
を
呼
び
、
除
隊
後
に
後
藤
貞
行
に
師
事
す
る

こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
、
高
村
光
雲
が
手
掛
け
た
楠
木
正
成
像
の
モ
デ
ル
と
し
て
、

東
京
美
術
学
校
を
開
い
た
岡
倉
天
心
の
愛
馬
に
ま
た
が
り
、
後
藤
が
担
当
し
た
馬

の
彫
刻
の
助
手
を
務
め
た
り
、
浅
井
忠
に
デ
ッ
サ
ン
を
小
倉
惣
次
郎
に
塑
造
を
学

ん
だ
り
し
て
、
黎
明
期
の
日
本
近
代
美
術
の
担
い
手
た
ち
と
親
交
を
深
め
て
い
く
。

一
九
〇
〇
年
に
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
彫
刻
家
の
ヘ
ル
テ
ル
に
師
事
し
て
帰
国
し
た
竹
太

郎
は
、
中
村
不
折
ら
が
創
立
し
た
太
平
洋
画
会
の
会
員
と
な
り
、
一
九
〇
四
年
に
創

立
し
た
太
平
洋
画
会
研
究
所
の
彫
刻
部
主
任
と
な
っ
て
朝
倉
文
夫
や
中
原
悌
二
郎
な

ど
を
育
て
、
甥
の
新
海
竹
蔵
を
指
導
し
た
。
彫
刻
家
と
し
て
大
成
し
た
竹
太
郎
は
、

一
九
〇
七
年
の
第
一
回
文
展
に
代
表
作
「
ゆ
あ
み
」
を
出
展
す
る
。
以
来
文
展
の
審

査
員
を
務
め
、
一
九
一
七
年
に
は
帝
国
技
芸
員
、
一
九
一
九
年
に
は
帝
国
美
術
院
会

員
と
な
り
、
ド
イ
ツ
で
培
っ
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
作
風
で
日
本
近
代
彫
刻
界
を
牽
引

し
た
。
ま
た
一
方
で
、
竹
太
郎
は
浮
世
彫
刻
と
呼
ば
れ
る
東
洋
風
で
叙
情
的
な
作
風

の
木
彫
を
多
く
手
掛
け
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
本
人
が
語
ら
な
か
っ
た
山
形
時
代
の

仏
師
修
行
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

彫
刻
と
い
う
新
し
い
表
現
の
流
れ
は
、
次
第
に
日
本
の
立
体
表
現
の
主
流
を
担
う

よ
う
に
な
り
、
日
本
古
来
の
仏
像
造
形
は
次
第
に
下
火
に
な
っ
て
い
く
。
古
代
よ
り

仏
像
製
作
の
一
大
拠
点
で
あ
っ
た
京
都
で
も
そ
の
流
れ
は
変
わ
ら
ず
、
江
戸
時
代
ま

で
主
流
を
担
っ
て
き
た
七
条
仏
所
も
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
に
三
十
六
代
康
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彦
の
代
を
最
後
に
仏
師
業
を
廃
業
す
る
こ
と
と
な
る
。
江
戸
時
代
後
期
頃
か
ら
七
条

仏
所
を
凌
ぐ
勢
い
を
見
せ
た
京
都
町
仏
師
た
ち
も
、
彫
刻
家
に
転
身
す
る
者
、
廃
業

す
る
者
な
ど
が
相
次
ぎ
、
日
本
の
彫
刻
製
作
の
時
代
の
流
れ
は
大
き
く
変
わ
っ
て

い
っ
た
。

　

京
都
の
仏
師
業
が
苦
境
に
あ
え
い
で
い
た
頃
、
山
形
県
白
鷹
町
の
曹
洞
宗
の
巨
刹

で
あ
る
瑞
龍
院
が
火
災
に
あ
い
、
瑞
龍
院
か
ら
の
発
注
を
受
け
た
京
都
町
仏
師
で
あ

る
乾

い
ぬ
い

清
太
郎
が
、
十
六
善
神
像
に
法
湧
菩
薩
・
常
啼
菩
薩
を
加
え
た
一
八
体
（
写

真
47
、
48
）
を
造
像
し
て
い
る
。
瑞
龍
院
の
文
献
記
録
で
は
、
そ
れ
ら
を
明
治
二
二

年
（
一
八
八
八
）
に
発
注
し
、明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
か
ら
二
六
年
（
一
八
九
三
）

頃
に
は
納
品
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
〔
稲
荷
山
瑞
龍
院
史
編
纂
委
員
会

一
九
九
一
〕、
製
作
年
代
は
そ
の
頃
で
あ
ろ
う
。
精
緻
に
彫
り
込
ん
だ
彫
刻
を
極
彩

色
で
彩
っ
た
十
六
善
神
像
は
、
京
都
仏
師
の
伝
統
を
見
せ
つ
け
る
か
の
よ
う
な
出
来

栄
え
で
あ
る
。
特
に
近
世
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
発
色
の
強
い
青
色
が
興
味
深
い
。

　

乾
清
太
郎
は
、
十
六
善
神
像
と
と
も
に
同
院
の
十
六
羅
漢
像
（
写
真
49
、
50
）
も

造
像
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
一
見
す
る
と
江
戸
時
代
の
製
作
像
と
見
間
違
え
る
造
形

を
見
せ
、
京
仏
師
の
伝
統
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
彩
色
表

現
に
は
、十
六
善
神
同
様
に
鮮
や
か
す
ぎ
る
ほ
ど
の
発
色
を
放
つ
色
材
が
用
い
ら
れ
、

彩
色
の
装
い
の
変
化
に
時
代
の
変
容
を
感
じ
る
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

本
章
で
は
、
地
域
文
化
遺
産
価
値
の
再
評
価
を
目
的
に
実
践
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
成
果
で
あ
る
、
近
世
か
ら
近
代
に
い
た
る
山
形
に
お
け
る
仏
像
の
歴
史
的

変
遷
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
元
禄
以
降
、
西
廻
り
航
路
と
最
上
川
舟
運
の
発
達
に

よ
っ
て
発
展
し
た
山
形
の
経
済
を
背
景
に
し
て
京
都
文
化
が
大
量
に
流
れ
込
み
、
遠

く
離
れ
た
京
都
と
山
形
の
交
流
が
生
ま
れ
た
。
江
戸
時
代
後
期
の
山
形
に
お
い
て
京

都
七
条
仏
師
が
活
動
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
地
方
仏
師
の
活
躍
へ
と
つ
な
が
っ
た

こ
と
は
、
時
代
背
景
と
合
わ
せ
て
み
る
と
必
然
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

仏
像
を
そ
の
造
形
や
様
式
か
ら
評
価
す
る
だ
け
で
は
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
や
意

義
を
見
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
土
地
に
固
有
す
る
歴
史
文
化
と
の
密
接
な
関
係

の
中
で
仏
像
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
を
認
識
し
、
大
衆
の
信
仰
や
郷
土
文
化
の
継
承
と

と
も
に
文
化
財
を
未
来
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
時
代
は
、
日
本
文
化
が
大
き
く
変
容

し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
象
徴
的
な
出
来
事
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
明
治
政
府
に

よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
神
仏
判
然
令
で
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
、
大
衆
文
化
の
隆
盛
に

よ
っ
て
活
発
化
し
た
仏
像
の
造
像
は
、
明
治
の
変
革
に
よ
っ
て
一
気
に
衰
退
す
る
。

し
か
し
、
神
仏
判
然
令
に
よ
る
反
動
が
古
来
よ
り
浸
透
し
て
き
た
仏
教
へ
の
信
仰
を

再
び
盛
り
上
げ
、
明
治
時
代
以
降
も
仏
像
製
作
は
続
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

明
治
の
変
革
は
、
宗
教
の
変
革
と
と
も
に
幕
末
の
開
国
以
降
に
お
き
た
急
速
な
近

代
化
に
も
現
れ
た
。西
洋
の
文
化
が
大
量
に
流
入
し
、人
々
の
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
影
響
は
仏
像
の
製
作
に
も
お
よ

び
、
特
に
仏
像
の
表
面
を
彩
る
彩
色
の
色
材
に
変
化
が
生
じ
た
。
日
本
が
鎖
国
を
し

て
い
た
時
代
の
西
洋
で
は
、
産
業
革
命
を
機
に
合
成
顔
料
や
合
成
染
料
が
発
見
、
開

発
さ
れ
た
。
限
ら
れ
た
天
然
資
源
で
あ
る
顔
料
や
染
料
よ
り
も
、
化
学
的
に
製
造
さ

れ
た
合
成
の
色
材
は
安
価
で
あ
り
、
印
刷
や
染
色
な
ど
の
分
野
に
急
速
に
広
ま
っ
て

い
っ
た
。
ま
た
、
合
成
色
材
の
登
場
に
よ
っ
て
天
然
色
材
で
は
表
現
で
き
な
か
っ
た

色
味
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
色
を
用
い
た
表
現
の
幅
が
飛
躍
的
に
拡

大
し
た
。
そ
れ
ら
の
多
彩
で
安
価
な
合
成
色
材
は
、
開
国
と
と
も
に
日
本
に
輸
入
さ

れ
、
日
本
の
近
代
化
と
歩
み
を
合
わ
せ
な
が
ら
広
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
長
谷
洋
一
と
と
も
に
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
仏
像
と
そ
の
時
代

背
景
に
つ
い
て
概
観
し
た
が
、
そ
の
変
革
の
過
渡
期
に
製
作
さ
れ
た
仏
像
一
三
件
を

対
象
と
し
、
表
面
に
施
さ
れ
た
彩
色
の
色
材
に
つ
い
て
自
然
科
学
的
な
手
法
を
用
い

た
調
査
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
と
考
察
に
つ
い
て
は
、
分
析
を
担
当
し
た
島
津

美
子
と
の
共
同
に
よ
る
別
稿
（
本
誌
一
三
五
頁
）
に
て
述
べ
た
い
。
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史
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史
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。
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仏
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、
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仏
師
二
：
次
郎
兵
衛
』
大
江
町
教

育
委
員
会
、
一
九
八
八
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仏
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、
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。
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︱
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仏
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し
て
―
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岡
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仏
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修
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活
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地
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文
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遺
産
の
保
存
と
地
域
文
化
力
の
向
上
シ
ス
テ

ム
の
研
究
」
研
究
成
果
報
告
書
』 

東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
五
年
。

戸
川
安
章　
『
出
羽
三
山
修
験
道
の
研
究
』
佼
成
出
版
社
、
一
九
七
三
年
。

長
谷
洋
一　
「
康
祐
没
後
の
近
世
七
条
仏
師
―「
内
證
有
之
ニ
ヨ
ツ
テ
小
佛
師
康
傳
相
務
之
」―
」『
文

學
論
集
』 

第
六
一
巻
二
号
、
関
西
大
学
、
一
～
三
〇
頁
、
二
〇
一
一
年
。 

正
宗
敦
夫
編　
『
地
下
家
伝
』
二
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
七
年
。

山
形
市
史
編
集
委
員
会
編　
「
山
形
佛
壇
関
係
史
料
：
星
野
家
文
書
」『
山
形
市
史
資
料
』
五
八
号
、

一
九
八
〇
年
。

【
付
記
】

　

本
論
入
稿
後
の
二
〇
一
八
年
一
〇
月
に
、
米
沢
市
龍
泉
寺
と
高
畠
町
玉
龍
院
の
本
寺
に
あ
た
る

高
畠
町
西
来
院
の
諸
尊
の
調
査
を
実
施
し
た
。
西
来
院
に
は
、
本
尊
の
木
造
釈
迦
如
来
坐
像
を
は

じ
め
、
木
造
十
大
弟
子
立
像
、
木
造
十
六
羅
漢
坐
像
、
木
造
大
権
修
利
菩
薩
倚
像
、
木
造
達
磨
大

師
坐
像
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
木
造
大
権
修
利
菩
薩
倚
像
、
木
造
達
磨
大
師
坐

像
か
ら
墨
書
銘
が
確
認
さ
れ
た
。
木
造
大
権
修
利
菩
薩
倚
像
の
台
座
裏
に
記
さ
れ
た
墨
書
銘
に
は
、

「
皇
都
京
極
大
街
四
条
下
ル
／
仏
師
西
田
立
慶
彫
刻
之
／
干
時
文
化
七
庚
午
中
夏
如
意
吉
祥
」
と
記

さ
れ
、
木
造
達
磨
大
師
坐
像
の
沓
台
裏
に
は
、「
文
化
七
午
六
月
／
寺
町
四
条
／
京
貞
安
煎
町
／
大

仏
師
／
西
田
立
慶
作
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
西
来
院
の
木
造
大
権
修
利
菩
薩
倚
像
、

木
造
達
磨
大
師
坐
像
の
両
像
は
、
京
都
仏
師
の
西
田
立
慶
の
造
像
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

本
稿
で
論
じ
た
畑
治
郎
右
衛
門
作
の
長
井
市
玉
林
寺
の
木
造
大
権
修
利
菩
薩
像
、
木
造
達
磨
大

師
像
と
、
畑
治
郎
右
衛
門
作
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
高
畠
町
玉
龍
院
の
木
造
大
権
修
利
菩
薩
像
、

木
造
達
磨
大
師
像
と
の
比
較
に
加
え
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た
西
田
立
慶
作
の
西
来
院
の
木
造
大
権

修
利
菩
薩
像
、
木
造
達
磨
大
師
像
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
像
の
姿
勢
、
衣
文
の
造
形
様
式
、
彩
色

の
仕
様
、
耳
の
形
状
な
ど
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
玉
龍
院
の
木

造
大
権
修
利
菩
薩
像
、
木
造
達
磨
大
師
像
は
、
西
田
立
慶
の
造
像
作
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

た
。
玉
龍
院
の
木
造
大
権
修
利
菩
薩
像
、
木
造
達
磨
大
師
像
の
製
作
者
の
断
定
に
は
今
後
の
さ
ら

な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、
畑
治
郎
右
衛
門
と
西
田
立
慶
の
作
風
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
興

味
深
い
。

　

一
方
で
、
こ
の
西
田
立
慶
の
墨
書
銘
の
発
見
に
よ
り
、
末
寺
で
あ
る
玉
龍
院
の
本
尊
釈
迦
如
来

坐
像
の
台
座
に
記
さ
れ
た
「
寺
町
寺
町
四
条
／
西
田
」
の
墨
書
が
、
西
田
立
慶
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
玉
龍
院
本
尊
は
、
木
札
の
記
述
に
よ
り
文
化
五
年
の
造
像
と
推
定
さ

れ
て
お
り
、
西
来
院
の
木
造
大
権
修
利
菩
薩
像
、
木
造
達
磨
大
師
像
の
西
田
立
慶
に
よ
る
文
化
七

年
の
製
作
年
代
と
近
い
。
な
お
、
玉
龍
院
の
木
造
大
権
修
利
菩
薩
像
、
木
造
達
磨
大
師
像
は
、
そ

の
間
の
文
化
六
年
に
位
置
す
る
製
作
年
で
あ
る
。
玉
龍
院
の
木
造
大
権
修
利
菩
薩
像
、
木
造
達
磨

大
師
像
の
作
者
確
定
に
は
、
西
田
立
慶
と
畑
治
郎
右
衛
門
の
製
作
像
の
造
形
と
構
造
の
比
較
検
証
、

両
者
の
出
自
や
関
係
性
、
西
来
院
と
玉
龍
院
の
関
係
性
や
両
寺
の
住
職
を
務
め
て
い
た
良
印
の
動

向
な
ど
を
交
え
た
今
後
の
多
角
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
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[江戸時代から明治期における京仏師と地方仏師]……岡田 靖・長谷洋一

岡
田
靖
（
一
般
社
団
法
人
木
文
研
代
表
理
事
）

長
谷
洋
一
（
関
西
大
学
文
学
部
・
教
授
）　 

 　

（
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
受
付
、
二
〇
一
九
年
五
月
二
八
日
審
査
終
了
）
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Most wooden Buddhist sculptures made for worship were decorated with gold leaves and/or colorful paints. 

Such surface decorations on sculptures from the Early Modern period have mostly survived. However, there are 

small areas where paint has peeled off or has been lost over time. The use of animal glue as an adhesive or Japan’s 

humid climate could have influenced the degradation. Naturally, some of these degradations require conservation 

treatment. It is necessary for conservators to know the materials, causes of degradation, history of Buddhist 

sculptures, and the intention behind their creation. However, modern Buddhist sculptures have not been properly 

evaluated from the perspective of art history; there is not enough research on the history of modern Buddhist 

sculptures, their materials, or the technology used.

This study focuses on the history of modern sculptures made by two groups of sculptors. The first, Kyoto-

Shichijo Bussho, is an authentic Buddhist sculpture studio, and the second is a local studio in Yamagata 

Prefecture. Throughout the Edo period, the Kyoto-Shichijo studio was a major Buddhist sculpture studio. There 

were also many private sculptors in Kyoto, whose numbers increased in the middle of the Edo period. However, 

both sculptor groups of Kyoto gradually declined over time. In contrast, local sculptors came up and became 

active in their respective areas in the middle of the Edo period. The Yamagata region, which flourished after the 

Genroku era (1688–1704) because of domestic trade, was selected as a representative local area for fieldwork 

since the region had economic ties with Kyoto. In this region, we can find Buddhist sculptures made by both 

Kyoto and local sculptors. In the Kyoho and Kansei eras (1716–1801), an economic crisis severely influenced the 

Buddhist sculpture’s manufacturing society. First, the historical stream of Kyoto sculptors is overviewed. Then, 

the study describes the activities of local sculptors in the Yamagata region through their works. Development 

of technologies and their relation to Kyoto sculptors were investigated along with the historical background of 

manufacturing.

Key words: Shichijo Sakyo, Buddhist sculptors in Kyoto, End of Buddhist sculptures of early modern times, Local 

Buddhist sculptors, HATA Jirouemon,  Yamagata prefecture

Buddhist Sculptors in Kyoto and Local Sculptors in the Edo and Meiji Periods

OKADA Yasushi and HASE Youichi

Bulletin of the National Museum of Japanese History
Vol.230 December 2021



写真 1　龍泉寺　十六羅漢像（調査対象②）

写真 2　永昌寺　十六羅漢像（調査対象①）

① -1 ① -2



写真 9　玉龍院　
　　　　開山蘭室宗芳禅師像

写真 10　玉龍院　大権修利菩薩像・達磨大師像
写真 8　玉林寺　祖師像（調査対象④）

大権修利菩薩像

④ -3 道元老和尚像

④ -5 常泉寺開基当寺
中興大和尚像

達磨大師像

写真 7　玉林寺　大権修利菩薩像・達磨大師像
（調査対象④）

④ -1 大権修利菩薩像 ④ -2 達磨大師像

④ -4 螢山紹謹老和尚像

④ -6 西光院開基当寺
中興大和尚像

写真 4　玉龍院　
　　　　中興祖巖良印禅師像



③ -1

③ -5

③ -9

③ -13

③ -2

③ -6

③ -10

③ -14

③ -3

③ -7

③ -11

③ -15

③ -4

③ -8

③ -12

③ -16

写真 5 玉龍院　十六羅漢像（調査対象③）



玉龍院 玉林寺

阿難像 迦葉像

十六羅漢 二尊者像（阿難）

写真 17　大権修利菩薩像の耳の形の比較

写真 18　玉龍院　二尊者像

写真 19　玉龍院　諸尊の耳の形の比較

写真 20　玉龍院　五百羅漢の耳



写真 27　金勝寺　本尊釈迦如来坐像

⑤ -1

⑤ -5

⑤ -16

⑤ -12

⑤ -2

⑤ -6

⑤ -9

⑤ -13

⑤ -3

⑤ -7

⑤ -10

⑤ -14

⑤ -4

⑤ -8

⑤ -11

⑤ -15

⑤ - 阿難像 ⑤ - 迦葉像

写真 25　金勝寺　十六羅漢像（調査対象⑤）

写真 26　金勝寺　二尊者像（調査対象⑤）



写真 28　常林寺　十六羅漢像（調査対象⑥）

⑥ -1

⑥ -7

⑥ -2

⑥ -8

⑥ -3

⑥ -9

⑥ -13

⑥ -4

⑥ -10

⑥ -14

⑥ -5

⑥ -11

⑥ -15

⑥ -6

⑥ -12

⑥ -16



写真 3　龍泉寺　十六羅漢像　台座裏銘文

写真 6　玉龍院　良印禅師像
台座裏銘文

写真 13　玉龍院　良印禅師像
沓台裏銘文

写真 14　玉龍院　大権修利菩薩像
台座裏銘文

写真 12　永昌寺　十六羅漢像
台座裏銘文

写真 11　金勝寺　釈迦如来坐像
台座裏銘文

写真 15　玉龍院　達磨大師像
台座裏銘文



写真 16　玉林寺 大権修利菩薩像　台座裏銘文写真 21　玉龍院　五百羅漢像　台座裏銘文

写真 24　玉林寺 　常泉開基當寺
中興大和尚像　台座裏銘文

写真 29　常林寺　十六羅漢像　台座裏銘文

写真 23　玉林寺　螢山紹謹老和尚像
台座裏銘文

写真 22　玉林寺 道元老和尚像
台座裏銘文



⑨ -1

⑨ -7

⑨ -2

⑨ -8

⑨ -3

⑨ -9

⑨ -13

⑨ -4

⑨ -10

⑨ -14

⑨ -5

⑨ -11

⑨ -15

⑨ -6

⑨ -12

⑨ -16

写真 30　旧玄海参篭所　不動明王三尊像
（調査対象⑦）

写真 32　個人宅　不動明王立像
（調査対象⑧）

写真 34　慈眼寺　十六羅漢像（調査対象⑨）



写真 39　塩田行屋 如意輪観音菩薩坐像写真 38　塩田行屋 地蔵菩薩立像 写真 40　塩田行屋　御沢仏像
　ご神体・御秘密八大金剛童子

写真 41　塩田行屋　御沢仏像（調査対象⑩）



写真 43　法来寺　十大弟子像（調査対象⑪）

写真 44　玉林寺 天室正運禅師像（調査対象⑫）写真 46　塩田行屋　厨子入り四国八十八箇所本尊像



写真 47　瑞龍院　十六善神および諸尊像

⑬ -1

⑬ -6

⑬ -11

⑬ -16 玄奘三蔵

⑬ -2

⑬ -7

⑬ -12

⑬ -17 法湧菩薩

⑬ -3

⑬ -8

⑬ -13

⑬ -18 常啼菩薩

⑬ -4

⑬ -9

⑬ -14

⑬ -5

⑬ -10

⑬ -15



写真 33　個人宅　不動明王像
台座裏銘文

写真 36　慈眼寺　十六羅漢像
台座裏「明治七年」の銘文

写真 35　慈眼寺　十六羅漢像
台座裏「明治二年」の銘文

写真 37　慈眼寺　十六羅漢像
台座裏銘文

写真 31　旧玄海参篭所　不動明王三尊像
台座裏銘文

写真 45　玉林寺　正室禅師像
台座裏銘文

写真 48　瑞龍院　十六善神像
台座裏銘文

写真 42　塩田行屋 御沢仏
台座裏銘文



写真 50　瑞龍院　十六羅漢像　裾裏銘文

写真 49　瑞龍院　十六羅漢像




